
第４期きしわだ男女共同参画推進プラン　令和４年度実績報告

施策
番号

施策内容 事業概要
実施
課

令和4年度
取組内容

令和4年度
実績

令和4年度評価の理由
数値目標で評価がA・Bの場合

は「-」

令和4年度
今後の方向性

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1 1 1 1 1

実績 － 1 1

評価 － B B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 2 2 2 2 2

実績 － 2 2

評価 － B B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1 1 1 1 1

実績 － 1 1

評価 － B B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 2 2 2 2 2

実績 － 2 2

評価 － B B

活動
指標

働きかけを行った回数（回）

【施策番号1】
各種団体所管課の協力のも
と、団体の会議等の場で、男
女共同参画に関するトピック
に関連づけて、プランの趣旨
について伝える。

大芝地区連合運営協議会で
「安心できる避難所づくり」に
関する出前講座でもプランに
ついて取り上げた。
市民協事務局長会議で男女
共同参画に関する統計データ
とアンコンシャスバイアスの
リーフレットを配布した。

-

引き続き、各課が会議等を開
催した際には、男女共同参画
に関するトピックについて情報
提供をする。

性別によって役割を分
けることなく、男性と女
性がともに地域活動に
参画することの必要性
について、所管する地
域活動団体等に対して
啓発を行う。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

活動
指標

働きかけを行った回数（回）

2

男女がともに
担う地域活動
の推進

3月に実施した、市内全ての
地区市民協議会の事務局長
が参加する会議の場で、パン
フレット等を配布し、地域活動
を実施している役員に男女が
バランスよく選出されるよう働
きかけを行った。

-
引き続き同内容を実施してい
く。

自

治

振

興

課

関係課と協力し、会議等の場
で地域活動の役員に男女が
バランスよく選出されるよう働
きかける。

2

男女がともに
担う地域活動
の推進

性別によって役割を分
けることなく、男性と女
性がともに地域活動に
参画することの必要性
について、所管する地
域活動団体等に対して
啓発を行う。

各種団体所管課の協力のも
と、団体の会議等の場で、男
女共同参画に関するトピック
に関連づけて、プランの趣旨
について伝える。

大芝地区連合運営協議会で
「安心できる避難所づくり」に
関する出前講座でもプランに
ついて取り上げた。
市民協事務局長会議で男女
共同参画に関する統計データ
とアンコンシャスバイアスの
リーフレットを配布した。

-1

地域活動にお
ける男女共同
参画の促進の
ための情報提
供や学習機会
の提供

地域で活動を行う団体
に対して、本プランの趣
旨や男女共同参画の
具体的な取組例、その
メリットについての情報
提供や研修会等を実
施する。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

活動
指標

働きかけを行った回数（回）

関係課と協力し、会議等の場
で地域活動の役員に男女が
バランスよく選出されるよう働
きかける。

11月に開催した地区市民協
議会交流研修会の場で、人
権・男女共同参画課主催の
講座のチラシを配布し、地域
活動における男女共同参画
の促進のための情報提供を
行った。

-
引き続き同内容を実施してい
く。

地域で活動を行う団体
に対して、本プランの趣
旨や男女共同参画の
具体的な取組例、その
メリットについての情報
提供や研修会等を実
施する。

自

治

振

興

課

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

1

地域活動にお
ける男女共同
参画の促進の
ための情報提
供や学習機会
の提供

働きかけを行った回数（回）

引き続き、各課が所管する団
体の会議等の際には、可能な
限り、男女共同参画に関する
トピックについて情報提供を
する。

活動
指標
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第４期きしわだ男女共同参画推進プラン　令和４年度実績報告

施策
番号

施策内容 事業概要
実施
課

令和4年度
取組内容

令和4年度
実績

令和4年度評価の理由
数値目標で評価がA・Bの場合

は「-」

令和4年度
今後の方向性

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1 1 1 1 1

実績 1 1

評価 － B B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － 1 － 1 －

実績 － 1

評価 － D B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1 1 1 1 1

実績 0 0 0

評価 － C C

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 3 3 3 3 3

実績 3 6

評価 － B A

講座開催数（回）

引き続き、男性の家事・育児・
介護などに関する講座を実施
する。

活動
指標●男性対象の家事・育児・介護に関

する講座を開催する。

●広報、ホームページで育休制度
変更点について周知する。
●男女共同参画センターニュース
「クレアシオン」で、男性の育児休業
に関する記事を毎号掲載して、男性
の育休取得について考える機会を

提供する。

●男性対象の家事に関する講座
（洗濯、介護、料理、子どもとの料

理）を実施し、延べ57人が参加し
た。
●広報やホームページで男性の育
休制度改正について周知をした。
●男女共同参画センターニュース
「クレアシオン」で毎号、男性の育休

に関する記事を掲載した。

-5

男性への家
事・育児・介護
のための学習
機会の提供

男性の家事・育児・介
護への参画意識の浸
透を目的に、講座や
様々な手段を用いて学
習機会を提供する。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

活動
指標

男性グループの新規登録団体数

男性対象の定期講座をクラブ
へ移行できるよう、積極的に
支援を行う。クラブ登録説明
会等を行い、新規団体の設立
を支援する。

定期講座「男のヨガ（全10
回）10人」「初めてのピラティ
ス（全20回）11人」「シニア
男性の家庭料理（全10回）
10人」を開催。

定期講座は開催されている
が、クラブや自主的な活動団
体への移行には至っていな
い。

引き続き、定期講座をクラブ
や自主的な活動団体へ移行
できるよう支援を行う。

家事や育児、介護に取
り組む男性グループに
対して各施設の登録グ
ループ・団体、クラブへ
の登録の勧めと活動
支援を行う。

生

涯

学

習

課

活動
指標

男性グループの新規登録団体数（団体）

4

家事・育児・介
護に取り組む
男性グループ
への活動支援

「男のええ加減料理講座」を
3回実施し、登録グループに
なる支援を行い、登録グルー
プ化に至った。また、グループ
のメンバー増員に向けて、1～
3月にも3回講座を実施し、4
人が増員となった。

-

引き続き、男性対象の家事等
に関する講座を開催し、登録
の勧めや活動支援を行ってい
く。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

男性対象の講座「男のええ加
減料理講座」の受講生に対し
て、登録グループに移行して
活動することができるよう必
要な支援を行う。

4

家事・育児・介
護に取り組む
男性グループ
への活動支援

家事や育児、介護に取
り組む男性グループに
対して各施設の登録グ
ループ・団体、クラブへ
の登録の勧めと活動
支援を行う。

働きかけを行った回数（回）

引き続き、各課が会議等を開
催した際には、男女共同参画
に関するトピックについて情報
提供をする。

活動
指標

【施策番号1】
各種団体所管課の協力のも
と、団体の会議等の場で、男
女共同参画に関するトピック
に関連づけて、プランの趣旨
について伝える。

スポーツ推進委員協議会が
開催する会議でアンコンシャ
スバイアスなど男女共同参画
に関するトピックについて情報
提供を行った。

-3

市民団体にお
ける男女共同
参画の促進の
ための情報提
供や学習機会
の提供

市民団体に対して、本
プランの趣旨や男女共
同参画の具体的な取
組例、そのメリットにつ
いての情報提供や研
修会等を実施する。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課
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第４期きしわだ男女共同参画推進プラン　令和４年度実績報告

施策
番号

施策内容 事業概要
実施
課

令和4年度
取組内容

令和4年度
実績

令和4年度評価の理由
数値目標で評価がA・Bの場合

は「-」

令和4年度
今後の方向性

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 6 6 6 6 6

実績 6 6 6

評価 － B B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 2 2 2 2 2

実績 2 1 2

評価 － C B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1 1 1 1 1

実績 0 2 1

評価 － A B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － － -

評価 － B Ｂ

活動
指標

関連図書の展示

配置は今まで通り

必要としている資料があるこ
とをていねいに案内すること
で性別に関わらず利用いた
だいている

かたよりがでないよう選書に
注意する

図

書

館

性別に関わらず、必要な資料
を手に取りやすい本の配置方
法を検討する。

講座開催数（回）

5

男性への家
事・育児・介護
のための学習
機会の提供

男性の家事・育児・介
護への参画意識の浸
透を目的に、講座や
様々な手段を用いて学
習機会を提供する。

今後も継続して講座を企画・
開催する。

活動
指標

男性の家事・育児・介護への
参画意識の向上を目的とした
講座を開催する。

定期講座「シニア男性の家庭
料理（全10回）10人」を開
催。

-5

男性への家
事・育児・介護
のための学習
機会の提供

男性が気軽に家事に
取り組めるよう、家事の
初心者に対して学習機
会を提供する。

生

涯

学

習

課

活動
指標

実施場所（カ所）
家族の介護負担を減らすには、介護しや

すい環境を整え適切な介護技術を身に

つけることが必要不可欠である。介護を

担う人が正しい知識を身につけて介護

と向き合うことで、身体的かつ精神的な

負担を軽減すること、介護が必要になっ

た時の手続きの方法や相談窓口の場所

等を知ってもらうことを目的に「らくらく

介護教室」（1クール５回）を開催する。

らくらく介護教室
①R4.8/24～9/21
（毎週水曜日、全５回）、福祉総
合センターで実施済。実人数10
名、延人数38名参加。
②R5.2/22～3/22
（毎週水曜日、全５回）、
小松里苑で実施済。実人数５
名、延人数25名参加。

-

介護を担う人が正しい知識を身
につけて介護と向き合うことで、
身体的かつ精神的な負担を軽
減すること、介護が必要になった
時の手続きの方法や相談窓口
の場所等を知ってもらうことを目
的に「らくらく介護教室」を開催
する。

男性の家事・育児・介
護への参画意識の浸
透を目的に、講座や
様々な手段を用いて学
習機会を提供する。

介

護

保

険

課

活動
指標

開催回数（クール）※1クール＝3回

5

男性への家
事・育児・介護
のための学習
機会の提供

3回1クールで年間6クール開
催（うち日曜日開催3回実
施）

-
継続して開催し、学習機会を
確保する。

健

康

推

進

課

パパママ教室等の参加を通
じて男性に家事・育児など家
庭での役割意識を持ってもら
うようにする。
パパママ教室：３回１クール
年間６クール開催予定

5

男性への家
事・育児・介護
のための学習
機会の提供

男性の家事・育児・介
護への参画意識の浸
透を目的に、講座や
様々な手段を用いて学
習機会を提供する。
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第４期きしわだ男女共同参画推進プラン　令和４年度実績報告

施策
番号

施策内容 事業概要
実施
課

令和4年度
取組内容

令和4年度
実績

令和4年度評価の理由
数値目標で評価がA・Bの場合

は「-」

令和4年度
今後の方向性

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － － -

評価 － D B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － － －

評価 － D A

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 60 65 70 80 90

実績 58 66 78

評価 － A A

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － － －

評価 － D B

活動
指標

取得促進に関する働きかけ

庁内情報紙「パートナー」等
で制度の周知を行う。

3月発行の庁内情報紙「パー
トナー」で出産補助休暇の取
得率に関する記事を掲載し
た。

庁内向け広報紙で広く周知し
たため。

引き続き、広報物などにより、
取得促進を図っていく。

「岸和田市における女
性職員の活躍の推進
に関する特定事業主
行動計画」に定められ
ている出産補助休暇の
取得率90%の目標値
達成に向けて、制度を
周知する。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

活動
指標

出産補助休暇取得率（％）

7

市職員の出産
補助休暇の取
得促進

庶務研修資料に休暇情報に
ついて掲載済み。
また、配偶者の妊娠・出産の
報告があった際には、出産補
助休暇の取得が可能である
ことを説明している。

- 継続
人

事

課

制度の周知を行い、男性の出
産補助休暇の取得率の向上
をめざす。

取得促進に関する働きかけ

7

市職員の出産
補助休暇の取
得促進

「岸和田市における女
性職員の活躍の推進
に関する特定事業主
行動計画」に定められ
ている出産補助休暇の
取得率90%の目標値
達成に向けて、制度を
周知する。

引き続き、研修や広報物によ
り、取得促進及び職場環境の
整備を図っていく。

活動
指標●男女共同参画推進本部

員・幹事・実務担当者を対象
に男性の育休取得促進に関
する研修を実施する。
●配偶者が出産する男性職
員には、上司が育休取得の意
向確認をするよう周知する。

●男性の育休取得促進に関
する研修を、11/8・10に幹
事・実務担当者対象に実施
し、113人が参加した。同様
に12/20に本部員対象に実
施し、21人が参加した。
●研修時に育休取得の意向
確認の周知を徹底した。

実施後アンケートで、「育休取
得の声掛けを行っていく」、
「取得しやすい職場づくりに
つとめたい」という意見が寄
せられ、育休取得のための環
境づくりにつながったため。

6

市職員の男性
の育児休業の
取得促進

育児休業制度につい
て職員に周知するな
ど、男性の育児休業の
取得を促進する。また、
制度を利用しやすい職
場環境の整備に努め
る。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

活動
指標

説明資料の作成と更新

「服務・勤怠関係資料」と「妊
娠・出産・育児にかかる休暇・
休業の一覧表」を作成し、本
人または配偶者が出産を控
えている職員に対し、説明を
行っていく。

全職員が確認できるよう、パ
ンフレットではなく、庶務研修
資料としてデータで共有した。

- 継続

育児休業制度につい
て職員に周知するな
ど、男性の育児休業の
取得を促進する。また、
制度を利用しやすい職
場環境の整備に努め
る。

人

事

課
6

市職員の男性
の育児休業の
取得促進
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第４期きしわだ男女共同参画推進プラン　令和４年度実績報告

施策
番号

施策内容 事業概要
実施
課

令和4年度
取組内容

令和4年度
実績

令和4年度評価の理由
数値目標で評価がA・Bの場合

は「-」

令和4年度
今後の方向性

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 2 2 2 2 2

実績 3 4

評価 － A A

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 2 2 2 2 2

実績 0 1 1

評価 － C C

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 55 55 55 55 55

実績 52 35

評価 － C C

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1 1 1 1 1

実績 1 1 1

評価 － B Ｂ

関連テーマ展示の開催

継続して行う。

活動
指標●図書・ＤＶＤを充実させる。選

書にあたっては、ドーン財団(一
般財団法人大阪府男女共同参
画推進財団)の図書情報を参考
にする。
●男女共同参画週間（6/23－
6/29）に合わせ、男女共同参画
に関連する図書を展示する。

新刊図書の購入
男女共同参画週間に合わせ
た関連図書の展示を実施し
た。

-9

図書・DVDの
充実と有効活
用

時代の動きや社会ニー
ズに沿った図書・ＤＶＤ
を購入するとともに、図
書・ＤＶＤの概要を広く
周知し貸し出すことで、
男女共同参画の意識
の浸透を図る。

図

書

館

活動
指標

図書・ＤＶＤの購入数（冊）

●男女共同参画週間（6/23
－6/29）に合わせ、関連する
図書を展示する。
●男女共同参画意識の浸透
のため、定期的に上映会を開
催する。

●男女共同参画週間に合わ
せ、関連する図書を展示した。
●4月にシネマウィークとして
4回、10月以降は月1回上映
会を開催した。

図書やDVDを活用した取り
組みはしたが、DVD購入に力
を入れ、図書購入の目標値に
は達しなかったため。

引き続き、図書やDVDを充実
させ、活用していく。

時代の動きや社会ニー
ズに沿った図書・ＤＶＤ
を購入するとともに、図
書・ＤＶＤの概要を広く
周知し貸し出すことで、
男女共同参画の意識
の浸透を図る。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

活動
指標

情報発信回数（回）

9

図書・DVDの
充実と有効活
用

●講座内容案の候補には上
がらなかった。

前半の講座では情報発信で
きなかった。

引き続き、啓発できるよう準備
をしていく。

産

業

政

策

課

●「雇用労働講座」や「知って得
する労働問題講座」の講座内容
案の候補として検討する。
●人権・男女共同参画課等から
の依頼により、講座参加事業所
に対して男性の家事・育児・介
護への参画に関する情報発信を
行う。

情報発信回数（回）

8

事業所に対す
る男性の家
事・育児・介護
への参画に関
する啓発

様々な手段を活用して
事業所に情報発信を
行うとともに、関係団体
と協力して、男性の家
事・育児・介護への参
画に関する研修会を実
施する。

引き続き、情報発信を行って
いく。

活動
指標

●広報、ホームページ等で育
休制度の変更点について周
知する。
●市内事業所への企業支援
メールマガジンで育休制度に
関する情報発信をする。

広報、ホームページ、市内事
業所へのメールマガジン、男
女共同参画センターニュース
「クレアシオン」で育休制度の
変更点を周知するとともに、
男性の育児参加を考える記
事を掲載した。

-8

事業所に対す
る男性の家
事・育児・介護
への参画に関
する啓発

様々な手段を活用して
事業所に情報発信を
行うとともに、関係団体
と協力して、男性の家
事・育児・介護への参
画に関する研修会を実
施する。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課
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第４期きしわだ男女共同参画推進プラン　令和４年度実績報告

施策
番号

施策内容 事業概要
実施
課

令和4年度
取組内容

令和4年度
実績

令和4年度評価の理由
数値目標で評価がA・Bの場合

は「-」

令和4年度
今後の方向性

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 2 2 2 2 2

実績 3 5

評価 － A A

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1 1 1 1 1

実績 1 2 2

評価 － A A

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － － －

評価 － D B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － 1 －

実績 － －

評価 － － －

活動
指標

市民意識調査の実施（回）

- -
来年度は実施しないが、次回
実施にむけ、必要な準備を進
める。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

今年度は、実施年度ではない
ため、実施しない。

意見交換の実施

12
市民意識調査
の実施

市民の男女共同参画
に関する意識を把握す
るため、市民意識調査
を実施するとともに、本
プランの見直しの基礎
資料とする。

【終了】
今後も大阪府のガイドライン
を活用していくため、この施策
への取り組みは終了とする。

活動
指標

大阪府のガイドライン以外に、
配慮すべき項目があれば、各
課に情報提供する。

●本市独自のガイドラインは
作成せず、大阪府のガイドラ
インを活用することにした。
●市制施行100周年記念誌
発行の際に、表現やイラスト、
写真等について、広報広聴課
と意見交換を行った。

意見交換により、お互いの意
識が高まったため。

11

男女共同参画
の視点からの
市の広報物に
関するガイドラ
インの作成

性別による役割分担意
識を助長することのな
い、人権に配慮した広
報物を作成するため、
全庁で使用できるガイ
ドラインを作成する。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

活動
指標

意見交換の実施回数（回）

チラシやポスター作成時の表
現や写真・イラストに関する注
意点をまとめたり、人権・男女
共同参画課と意見交換する。

市制施行100周年記念誌作
成の際に、人権・男女共同参
画課に表現や写真・イラスト
について、意見交換をした。

-
必要に応じて、人権・男女共
同参画課との意見交換を実
施する。

性別による役割分担意
識を助長することのな
い、人権に配慮した広
報物を作成するため、
全庁で使用できるガイ
ドラインを作成する。

広

報

広

聴

課

活動
指標

情報発信数（回）

11

男女共同参画
の視点からの
市の広報物に
関するガイドラ
インの作成

出生時育児休業や男女共同
参画白書、一般事業主行動
計画、リコチャレ、男女共同参
画に関するフリーイラストにつ
いて、ホームページで周知を
行った。

-
引き続き、情報発信を行って
いく。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

ホームページに内閣府男女
共同参画局の情報を掲載す
る項目を設け、随時、新しい情
報を発信する。

10

国の動向・新
たな制度等に
ついての情報
発信

国の動向・新たな制度
の創設や改正等につ
いて、絶えずアンテナを
張り、必要な情報をわ
かりやすく市民に伝え
る。
【市民に限定せず】
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第４期きしわだ男女共同参画推進プラン　令和４年度実績報告

施策
番号

施策内容 事業概要
実施
課

令和4年度
取組内容

令和4年度
実績

令和4年度評価の理由
数値目標で評価がA・Bの場合

は「-」

令和4年度
今後の方向性

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － 1 －

実績 － － －

評価 － － －

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － － －

評価 － － －

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 100 100 100 100 100

実績 100 100 100

評価 － B Ｂ

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 10 8 8 8 8

実績 6 9

評価 － C A

活動
指標

講座開催数（回）

性別による固定的な役割分
担意識の払拭のため、男女共
同参画フォーラムや講座を開
催する。

男女共同参画フォーラム「幸
せを求めて…」を開催し、
102人が参加。性別に関する
駄言などについて講演いただ
いた。
他にも男性の家事に関する講
座やメディアや避難所運営に
関する講座などを開催した。

-
引き続き、性別による固定的
な役割分担意識の払拭のた
めの講座を開催する。

性別による固定的な役
割分担意識の歴史的
背景やその後の経緯、
今なお根強く残る実態
を知り、それらの解消に
向けた講座を開催す
る。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

活動
指標

生活アンケート実施校の割合（％）

14

性別による固
定的な役割分
担意識の払拭
のための学習
機会の提供と
充実

小・中・高全ての学校で、生活
アンケートを実施し、実態を把
握できた。

全校種において生活アンケー
トを実施し、子どもからの相談
対応に資することができたた
め。

来年度以降も生活アンケート
などを実施し、実態把握に努
める。

人

権

教

育

課

学校生活アンケートなどで、
小中高生の意識の実態を把
握する。

人権・男女共同参画課が実施する調査への協
力

13

小・中・高校生
への意識調査
の実施

若年層の男女共同参
画に関する意識を把握
するため、小・中学生、
高校生への意識調査
を実施する。

-

活動
指標

令和6年度に実施予定 - -13

小・中・高校生
への意識調査
の実施

若年層の男女共同参
画に関する意識を把握
するため、小・中学生、
高校生への意識調査
を実施する。

産

業

高

校

学

務

課

活動
指標

調査の実施（回）

今年度は、実施年度ではない
ため、実施しない。

- -
来年度は実施しないが、次回
実施にむけ、必要な準備を進
める。

若年層の男女共同参
画に関する意識を把握
するため、小・中学生、
高校生への意識調査
を実施する。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

13

小・中・高校生
への意識調査
の実施

7 / 54 ページ



第４期きしわだ男女共同参画推進プラン　令和４年度実績報告

施策
番号

施策内容 事業概要
実施
課

令和4年度
取組内容

令和4年度
実績

令和4年度評価の理由
数値目標で評価がA・Bの場合

は「-」

令和4年度
今後の方向性

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1 1 1 1 1

実績 0 1 0

評価 － B D

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 3 3 3 3 3

実績 3 1

評価 － B C

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － － －

評価 － D B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 6 6 6 6 6

実績 6 6 6

評価 － B B

開催回数（クール）※1クール＝3回

継続して開催し、学習機会を
確保する。

活動
指標（施策番号5）

パパママ教室等の参加を通
じて男性に家事・育児など家
庭での役割意識を持ってもら
うようにする。
パパママ教室：３回１クール
年間６クール開催予定

3回1クールで年間6クール開
催予定（うち日曜日開催3回
実施）

-15
ライフステージ
に応じた啓発

思春期から妊娠・出産
期、高齢期等のライフ
ステージに応じた講座
等を開催し、性別によ
る固定的な役割分担
意識の払拭に向けた
啓発を行う。

健

康

推

進

課

活動
指標

啓発の実施

老人クラブの会議等におい
て、性別による固定的な役割
分担意識の払拭に向けた啓
発を行う。

「認知症の人を支える家族の
つどい」において、直接的で
はないがテーマとして触れた。

テーマとして触れることができ
たため。

引き続き、啓発に努める。

思春期から妊娠・出産
期、高齢期等のライフ
ステージに応じた講座
等を開催し、性別によ
る固定的な役割分担
意識の払拭に向けた
啓発を行う。

福

祉

政

策

課

活動
指標

講座開催数（回）

15
ライフステージ
に応じた啓発

「男のスターティングノート」を
2/4に開催し、20人が参加し
た。

男性対象の講座は実施でき
たが、女性対象の講座が実
施できなかったため。

男女問わず、ライフステージに
応じた講座等の開催をしてい
く。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

50代以降の男性を対象に退
職後の生き方を考える講座を
開催する。

講座開催数（回）

15
ライフステージ
に応じた啓発

思春期から妊娠・出産
期、高齢期等のライフ
ステージに応じた講座
等を開催し、性別によ
る固定的な役割分担
意識の払拭に向けた
啓発を行う。

今後は継続して講座を企画・
開催する。

活動
指標

共働き世帯対象の講座を開
催する。

実施せず
今年度は実施できていないた
め。

14

性別による固
定的な役割分
担意識の払拭
のための学習
機会の提供と
充実

性別による固定的な役
割分担意識の歴史的
背景やその後の経緯、
今なお根強く残る実態
を知り、それらの解消に
向けた講座を開催す
る。

生

涯

学

習

課
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第４期きしわだ男女共同参画推進プラン　令和４年度実績報告

施策
番号

施策内容 事業概要
実施
課

令和4年度
取組内容

令和4年度
実績

令和4年度評価の理由
数値目標で評価がA・Bの場合

は「-」

令和4年度
今後の方向性

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 2 2 2 2 2

実績 2 1 2

評価 － C B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 36 36 36 36 36

実績 36 36 36

評価 － B Ｂ

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 25 25 3 3 3

実績 20 15 1

評価 － C C

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 20 7 7 7 7

実績 31 8

評価 － A A

活動
指標

職員研修の実施（回）

大阪府発行の「男女共同参
画社会の実現をめざすガイド
ライン」改訂版を共有キャビ
ネットに掲載。2月に行った職
員研修にて周知した。

-

引き続き、職員研修を実施し
た際に、研修内容以外にも男
女共同参画に関するトピック
について周知していく。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

性別による固定的な役割分
担意識のない窓口業務、広報
活動のために、大阪府発行
「男女共同参画社会の実現
をめざす表現ガイドライン」に
ついて周知する。

講座の実施回数（回）

16

市職員・指定
管理者等、施
設運営に関わ
る人への学習
機会の提供

施設運営に関わる人
の男女共同参画意識
を高めるための研修を
実施するとともに、指定
管理者に従業員研修
を義務付ける。

講座内容を工夫しつつ、今後
も講座を企画・開催する。事
業概要により沿った講座のみ
を計上するため目標値を3に
変更する。

活動
指標

対象とする年代に偏りがない
よう、それぞれの年代に応じた
講座を実施する。

短期講座「子どもに伝えたい
自然素材の本物の味（全３
回）」延べ42人。

1回しか実施できていないた
め。

15
ライフステージ
に応じた啓発

思春期から妊娠・出産
期、高齢期等のライフ
ステージに応じた講座
等を開催し、性別によ
る固定的な役割分担
意識の払拭に向けた
啓発を行う。

生

涯

学

習

課

活動
指標

男女共生教育に関するリーフレット配布校数
（校）

男女共生教育に関するリーフ
レットを作成し、小中学校へ配
付する。
対象学年：小学１年生・小学５
年生・中学２年生

男女共生教育リーフレットを
全小中学校に配付するととも
に、男女共生教育担当者会
で、活用方法などを説明し
た。

今年度、リーフレットの内容を
改善し、より活用しやすいもの
としたため。

反省点を踏まえ、さらに活用
しやすい男女共生教育リーフ
レットを作成し、来年度以降も
配付する。

思春期から妊娠・出産
期、高齢期等のライフ
ステージに応じた講座
等を開催し、性別によ
る固定的な役割分担
意識の払拭に向けた
啓発を行う。

人

権

教

育

課

活動
指標

実施場所（カ所）

15
ライフステージ
に応じた啓発

らくらく介護教室
①R4.8/24～9/21
（毎週水曜日、全５回）、福祉総合セ
ンターで実施済。実人数10名、延人
数38名参加。
②R5.2/22～3/22
（毎週水曜日、全５回）、
小松里苑で実施済。実人数５名、延
人数25名参加。

-

介護を担う人が正しい知識を身
につけて介護と向き合うことで、
身体的かつ精神的な負担を軽
減すること、介護が必要になった
時の手続きの方法や相談窓口
の場所等を知ってもらうことを目
的に「らくらく介護教室」を開催
する。

介

護

保

険

課

【施策番号5】

家族の介護負担を減らすには、介護しや

すい環境を整え適切な介護技術を身に

つけることが必要不可欠である。介護を

担う人が正しい知識を身につけて介護

と向き合うことで、身体的かつ精神的な

負担を軽減すること、介護が必要になっ

た時の手続きの方法や相談窓口の場所

等を知ってもらうことを目的に「らくらく

介護教室」（1クール５回）を開催する。

15
ライフステージ
に応じた啓発

思春期から妊娠・出産
期、高齢期等のライフ
ステージに応じた講座
等を開催し、性別によ
る固定的な役割分担
意識の払拭に向けた
啓発を行う。
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第４期きしわだ男女共同参画推進プラン　令和４年度実績報告

施策
番号

施策内容 事業概要
実施
課

令和4年度
取組内容

令和4年度
実績

令和4年度評価の理由
数値目標で評価がA・Bの場合

は「-」

令和4年度
今後の方向性

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1 1 1 1 1

実績 0 1

評価 － D B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 2 2 2 2 2

実績 0 0 1

評価 － D C

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － －

評価 － B B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － －

評価 － B B

活動
指標

推進体制の整備男女共同参画フォーラムの第
2部としてパネルディスカッ
ション「幸せのカタチはいろい
ろ」を開催、102人の来場者
があった。パネリストにはそれ
ぞれの活動における男女共同
参画についてお話いただい
た。

パネルディスカッションでは、
それぞれの男女共同参画へ
の思いや、駄言に関すること、
活動の課題などについてディ
スカッションした。

引き続き、推進体制の整備を
行っていく。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

市民とともにプランを推進で
きるように、男女共同参画
フォーラムで、地域で活動する
市民４人によるパネルディス
カッションを開催する。

19

市・市民・事業
者・教育関係
者による推進
体制の整備

関係団体と連携し、市・
市民・事業者・教育関
係者が協働して本プラ
ンを推進する体制を整
備する。

活動
指標

意見交換

●広報物作成の際には課内
で十分に協議を行った。
●講座の講師にも大阪府の
表現のガイドラインへの配慮
を依頼した。

●【施策番号11】市制施行
100周年記念誌作成の際、
広報広聴課と男女共同参画
の視点で確認し、意見交換を
行った。
●講師依頼の際、大阪府の
表現のガイドラインへの配慮
を依頼した。

引き続き、情報発信の際に
は、表現について注意してい
く。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

●広報物やホームページ作
成の際には、性別による役割
分担意識を助長する表現とな
らないよう、課内で十分協議
を行う。
●講座の講師にも、大阪府発
行「男女共同参画社会の実
現をめざす表現ガイドライン」
への配慮を依頼する。

情報発信回数（回）

18

性別による固
定的な役割分
担意識を助長
する表現の見
直し

情報発信の際は、男女
共同参画の視点をも
ち、性別による固定的
な役割分担意識を助
長することのない表現
とする。

引き続き、啓発できるよう準備
をしていく。

活動
指標【施策番号8】

●「雇用労働講座」や「知って得す
る労働問題講座」の講座内容案の
候補として検討する。
●人権・男女共同参画課等からの
依頼により、講座参加事業所に対し
て性別による固定的役割分担意識
の払拭に関する情報発信を行う。

●講座内容案の候補には上
がらなかった。

前半の講座では情報発信で
きなかった。

17
事業所への学
習機会の提供

関係団体と協力して、
事業所に対して性別に
よる固定的な役割分担
意識の払拭に向けた
研修会を実施するとと
もに、様々な手段を活
用して事業所に情報発
信を行う。

産

業

政

策

課

活動
指標

情報発信回数（回）

「企業支援メールマガジン」
で育休制度に関する情報発
信をする。

企業支援メールマガジンで育
休制度が変更になった点に
ついて情報発信を行った。

-
引き続き、「企業支援メールマ
ガジン」を利用して、情報発信
を行う。

関係団体と協力して、
事業所に対して性別に
よる固定的な役割分担
意識の払拭に向けた
研修会を実施するとと
もに、様々な手段を活
用して事業所に情報発
信を行う。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

17
事業所への学
習機会の提供
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第４期きしわだ男女共同参画推進プラン　令和４年度実績報告

施策
番号

施策内容 事業概要
実施
課

令和4年度
取組内容

令和4年度
実績

令和4年度評価の理由
数値目標で評価がA・Bの場合

は「-」

令和4年度
今後の方向性

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － －

評価 － B B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － 103 151

評価 － C B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 20 7 7 7 7

実績 31 8

評価 － A A

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1 1 1 1 1

実績 1 1 1

評価 － B B

活動
指標

男女共同参画実務担当者研修の実施回数
（回）

男性の育休取得促進に関す
る研修を、11/8・10に幹事・
実務担当者対象に実施し、
113人が参加した。

-
引き続き、男女共同参画推進
本部実務担当者研修を実施
する。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

男女共同参画推進本部実務
担当者研修を実施する。

22

各課で男女共
同参画を推進
するリーダーの
育成

男女共同参画に関す
る施策を円滑に推進す
るリーダーを育成すた
め、研修を実施する。

活動
指標

職員研修の実施（回）

2月に職員の1/3を対象とし
た男女のニーズの違いに配
慮した避難所運営に関する研
修を実施する。研修実施日を
複数日設け、参加日を選択で
きるようにした。

-
引き続き、同じ研修を実施し
ていく。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

職員の1/3を対象に避難所
運営ゲーム（HUG）を活用し
て、男女のニーズの違いに配
慮した避難所運営に関する研
修を実施する。

計画的な研修実施体制の検討・整備（研修参
加人数）

21
市職員の意識
の向上

市職員が男女共同参
画意識をもって施策や
日常の業務を進めるた
めに、職員研修等を通
じて意識の向上を図
る。

引き続き取り組んでいく。

活動
指標

【岸和田市として】
人権問題研修の機会を活用
し、男女共同参画をテーマと
した研修ができないか検討す
る。
人権や男女共同参画、その他
の課題について、関係各課と
連携した研修体制を検討す
る。

①「更生保護制度と保護司の活動
について」
②「自殺の現状とこころの向き合い
方」　２つのテーマについて人権問
題研修を実施。
③泉南五市泉北三市職員研修協
議会において「女性活躍推進研修」
に参加した。
①は、145名が参加した。
②は、121名が参加予定。
③は、6名が参加した。

-21
市職員の意識
の向上

市職員が男女共同参
画意識をもって施策や
日常の業務を進めるた
めに、職員研修等を通
じて意識の向上を図
る。

人

事

課

活動
指標

推進体制の充実

プラン推進の体制強化のた
め、推進本部の運営を見直
す。

男女共同参画推進本部幹
事・実務担当者会議で、男女
共同参画推進審議会の意見
を共有できるよう、会議や審
議会の開催時期の見直しを
行った。

審議会の意見が反映されや
すくなったため。

引き続き、推進体制の充実を
図っていく。

プランの着実な実施の
ため、男女共同参画推
進本部による推進体制
を強化する。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

20

男女共同参画
推進本部によ
る推進体制の
さらなる充実
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第４期きしわだ男女共同参画推進プラン　令和４年度実績報告

施策
番号

施策内容 事業概要
実施
課

令和4年度
取組内容

令和4年度
実績

令和4年度評価の理由
数値目標で評価がA・Bの場合

は「-」

令和4年度
今後の方向性

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － － －

評価 － B B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － －

評価 － B B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 45 45 27 27 27

実績 24 26

評価 － C C

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 6 6 4 4 4

実績 6 6

評価 － B B

活動
指標

男女共同参画センターニュース「クレアシオン」
発行回数（回）

●男女共同参画センター
ニュース「クレアシオン」で、講
座情報、国の動向に関する情
報発信を行う。
●男女共同参画センター・大
宮地区公民館合同まつりをひ
とつの契機として、利用者拡
大をめざす。

●男女共同参画センターニュース
「クレアシオン」で講座情報や育休

に関すること、一般事業主行動計画
について情報発信した。
●11/19・20に合同まつりを開催
した。
●ホームページに内閣府男女共同
参画局等の情報を掲載するコー

ナーを設けた。

-
引き続き、男女共同参画セン
ターニュース「クレアシオン」
で情報発信していく。

男女共同参画センター
そのものの存在と役割
を周知するとともに、男
女共同参画についての
様々な情報発信を行
う。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

活動
指標

講座開催回数（回）

25
情報発信の拡
大

●男女共同参画センター主催講座を

26回実施した。

●男性対象の講座について重点的に取

り組んだ。家事・育児・介護だけでなく、

退職後の生き方についてや、性別役割

分担意識から生じる男性のしんどさに

ついての講座を開催した。

●広報物へのQRコード記載などによ

り、わかりやすい情報発信に努めた。

目標値に達していないため。

引き続き、多種多様な講座を
開催していくが、今後の年間
講座回数の目標は35回に修
正する。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

●男性対象の家事・育児・介
護の講座を充実させる。
●広報物へのQRコード記載
などにより、わかりやすい情報
発信に努める。

研修の充実と参加促進

24
学習機会の提
供と充実

男女共同参画社会の
実現に向けて、男女共
同参画意識の醸成、ス
キルアップ、男性の家
事参加等、多種多様な
講座を開催する。

引き続き、同じ研修を実施し
ていく。

活動
指標

【施策番号21】
職員の1/3を対象に避難所
運営ゲーム（HUG）を活用し
て、男女のニーズの違いに配
慮した避難所運営に関する研
修を実施する。

2月に職員の1/3を対象とし
た男女のニーズの違いに配
慮した避難所運営に関する研
修を実施した。
また、幹事・実務担当者研修
をオンラインで配信し、全職員
が視聴できるようにした。

研修実施日を複数日設け、参
加日を選択できるようにした。

23
研修の充実と
参加促進

業務に関連づけて考え
られる研修内容にした
り、参加しやすい時間
帯に開催するなど、職
員研修の内容や方法
を工夫する。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

活動
指標

研修の充実

研修の場を設けるだけでな
く、研修中にもフィードバック
を行うことで、参加者に意識
を共有してもらい、職員の意
識向上・意識改革を図る。

研修の時間帯を午前と午後
の２部制で実施した。また、研
修時間内に質疑応答の時間
を設ける等、疑問に感じたこと
を解消する場を設けた。

-
引き続き、研修の充実と参加
促進に向けて、研修内容の検
討と開催方法の工夫を行う。

業務に関連づけて考え
られる研修内容にした
り、参加しやすい時間
帯に開催するなど、職
員研修の内容や方法
を工夫する。

人

事

課
23

研修の充実と
参加促進
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第４期きしわだ男女共同参画推進プラン　令和４年度実績報告

施策
番号

施策内容 事業概要
実施
課

令和4年度
取組内容

令和4年度
実績

令和4年度評価の理由
数値目標で評価がA・Bの場合

は「-」

令和4年度
今後の方向性

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 90 100 110 120 120

実績 112 143

評価 － A A

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 11 12 12 13 13

実績 11 12

評価 － B B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － －

評価 － B B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － －

評価 － C B

効果的な進行管理

引き続き、前年度中に実施計
画を作成し、年度当初からプ
ラン推進に取り組めるように
する。

活動
指標

各課がプラン推進に取り組み
やすい実施方法を検討する。

年度当初からプラン推進に取
り組めるよう、実施計画を前
年度中に作成するようにした。

これまでの進行管理では年
度当初からプラン推進ができ
なかったが、それを解消する
方法を提案できたため。

29

男女共同参画
推進本部によ
る進行管理

男女共同参画推進本
部会議や幹事会、実務
担当者会において、進
捗状況を把握するとと
もに、懸案事項や課題
などを共有することで、
効率的・効果的な進行
管理を行う。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

活動
指標

検証方法を含めた実施計画の立案

引き続き、活動指標の達成度
による評価を行う。

事業の効果を検証できるよ
う、プラン実績報告の際、講座
等の開催に関して、内容、参
加人数等を明記し、評価する
ように、各課に依頼した。

どれくらいの人数が参加した
のかなど詳細がわかるように
なったため。

引き続き、活動指標の達成度
による評価を行う。

男女共同参画が、どの
程度進んだのか、検証
できるよう、実施計画
作成時には、できるか
ぎり、数値目標を設定
し、数値による評価を
行う。数値目標を設定
できないものは、評価
の理由を明確にする。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

活動
指標

登録グループ数（団体数）

28

検証方法を含
めた実施計画
の立案

11/19・20に合同まつりを開
催した。
共催講座の実施はできなかっ
た。

-
引き続き、登録グループの活
動の場を提供する。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

●登録グループの活動の場
の提供
●登録グループとの共催講
座の実施
●活動成果を発表するため、
「合同まつり」を開催する。

電話・面接相談件数（件）

27
登録グループ
の育成・支援

男女共同参画社会の
実現をめざした活動や
学習を行い、一定の要
件を満たした団体を、
登録グループとして認
定し、学習や会合など
の活動の場の提供や
情報提供、活動等のア
ドバイス、器材の貸出し
等の支援を行う。

引き続き、電話相談・面接相
談を実施していく。

活動
指標

女性のための面接相談の実
施回数を月１回から２回に変
更し、相談機会を拡大する。

女性のための面接相談の実
施回数を月１回から２回に変
更した。
電話相談件数は132件、面
接相談件数は11件あった。

-26
相談機能の強
化

女性の様々な不安や
悩みを解消するととも
に自立を支援するた
め、電話相談・面接相
談を実施する。また、気
軽に相談できるようＳＮ
Ｓ等を使った手法を検
討する。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課
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第４期きしわだ男女共同参画推進プラン　令和４年度実績報告

施策
番号

施策内容 事業概要
実施
課

令和4年度
取組内容

令和4年度
実績

令和4年度評価の理由
数値目標で評価がA・Bの場合

は「-」

令和4年度
今後の方向性

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － －

評価 － B B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － － －

評価 － B B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － － －

評価 － B B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 36 36 36 36 36

実績 36 36

評価 － B B

活動
指標

男女共生教育に関するリーフレット配布校数
（校）

男女共生教育リーフレットを
全小中学校に配付するととも
に、男女共生教育担当者会
で、活用方法などを説明し
た。

今年度、リーフレットの内容を
改善し、より活用しやすいもの
としたため。

反省点を踏まえ、さらに活用
しやすい男女共生教育リーフ
レットを作成し、来年度以降も
配付する。

人

権

教

育

課

【施策番号15】
男女共生教育に関するリーフ
レットを小中学校へ配付し、授
業等の教材とする。
対象学年：小学１年生・小学５
年生・中学２年生

「特別の教科 道徳」のおいて、内容項目を丁
寧に指導することを各校へ周知

31

小・中・高校で
の男女共生教
育の充実

子ども一人ひとりが性
別にとらわれることなく
自分らしく生きていくこ
とができるよう、年齢に
応じた男女共生教育
の取組を進める。

来年度も引き続き進めてい
く。

活動
指標

「特別の教科　道徳」におい
て、誰に対しても分け隔てをせ
ず、公正、公平な態度で接す
ることについて丁寧に指導す
るよう、各校に周知する。

道徳教育推進教師連絡会を
実施し、道徳科における重点
的な取組みについて共有し
た。参加者は３６名。また、道
徳教育研修会を実施し、問題
解決的な授業の作り方につ
いて研修を行った。参加者は
３６名。

計画通り進めることができた
ため。

31

小・中・高校で
の男女共生教
育の充実

子ども一人ひとりが性
別にとらわれることなく
自分らしく生きていくこ
とができるよう、年齢に
応じた男女共生教育
の取組を進める。

学

校

教

育

課

活動
指標

男女共生教育の推進

人権・男女共同参画課協力
のもと、啓発資料等を教諭・
生徒に配布する。

人権・男女共同参画課から啓
発資料の配布依頼はなかっ
た。
学校では、全校生徒に人権・
同和問題、ＬＧＢＴＱ等につい
てのアンケートを実施した。

啓発資料の配布はしなかった
が、アンケートを実施したた
め。

人権・男女共同参画課協力
のもと、啓発資料等を配布す
る。

子ども一人ひとりが性
別にとらわれることなく
自分らしく生きていくこ
とができるよう、年齢に
応じた男女共生教育
の取組を進める。

産

業

高

校

学

務

課

活動
指標

客観的な立場からの評価・意見の反映方法の
確立

31

小・中・高校で
の男女共生教
育の充実

審議会後に幹事会・実務担
当者会を開催し、審議会での
意見を共有できるように、スケ
ジュールを変更した。

審議会の意見がすぐに反映
できるようなスケジュールに
なったため。

令和5年度から円滑な推進に
取り組む。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

男女共同参画推進審議会の
意見を反映したプランの進行
ができるスケジュールを再考
する。

30

男女共同参画
推進審議会に
よる進行管理

男女共同参画推進審
議会においては、客観
的な立場から計画の
進捗状況を検証し、懸
案事項や課題について
助言を行いながら進行
管理を行う。
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第４期きしわだ男女共同参画推進プラン　令和４年度実績報告

施策
番号

施策内容 事業概要
実施
課

令和4年度
取組内容

令和4年度
実績

令和4年度評価の理由
数値目標で評価がA・Bの場合

は「-」

令和4年度
今後の方向性

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － － －

評価 － B B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － － －

評価 － B B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 61 61 61 61 61

実績 61 61 61

評価 － B B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － －

評価 － B B

活動
指標

教育委員会との情報共有

幼稚園・保育所（園）等で、子
どもを対象に講座を開催す
る。

1/13に大宮幼稚園で年長
園児対象に「女の子、男の子
どっちがどっち？！」講座を開
催。

大宮幼稚園の協力により、は
じめて園児対象講座を実施
できたため。

今年度と同様の講座を他の
幼稚園・保育所で開催する。

子ども一人ひとりが男
女共同参画の意識を
育み、固定的な役割分
担意識にとらわれず、
その能力や個性を尊重
した生き方を選択でき
るよう教育を行う。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

活動
指標

男女共生教育担当者会等への参加者数（人）

33

性別による固
定的な役割分
担意識の解消

男女共生教育担当者会で、大阪府

教育委員会が作成したリーフレット
「男女共同参画社会をめざす学校
づくり」を配付、説明し、固定的な性
別役割分担意識にとらわれないた
めの教材を紹介するなどした。また、
府民意識調査や子どもたちの生活
白書などのデータを活用し、国の動
向なども紹介した。

資料をもとに内容を周知した
ことに加え、教職員対象研修
会においても、男女共生教育
や性的マイノリティの子どもの
対応について意識を高めるこ
とができたため。

来年度以降も、男女共生教育
担当者会や人権教育研修会
等を通じて、性別による固定
的な役割分担意識にとらわれ
ない進路指導・キャリア教育
について、資料を活用しなが
ら共通認識を図る。

人

権

教

育

課

男女共生教育担当者会や人
権教育研修会等を通じて、性
別による固定的な役割分担
意識にとらわれない進路指
導・キャリア教育について、各
教職員の共通認識を図る。

「キャリア・パスポート」活用の推進

32

性別による固
定的な役割分
担意識にとら
われない進路
指導・キャリア
教育

性別による固定的な役
割分担意識にとらわれ
ることなく進路を選択
できるよう、系統的・継
続的なキャリア教育を
行う。

来年度も引き続き進めてい
く。

活動
指標

各校園が「キャリア教育年間
計画」に基づいた進路指導・
キャリア教育を進めること、ま
た「キャリア・パスポート」を活
用すること等により固定的な
役割分担意識にとらわれるこ
となく進路を選択できるよう、
系統的・継続的なキャリア教
育を行う。

キャリア教育の担当者会（２
回実施・参加人数：各回５８
名）を計画的に実施。「キャリ
アパスポート」も、全校で活用
が進んでいる。

計画通り進めることができた
ため。

32

性別による固
定的な役割分
担意識にとら
われない進路
指導・キャリア
教育

性別による固定的な役
割分担意識にとらわれ
ることなく進路を選択
できるよう、系統的・継
続的なキャリア教育を
行う。

学

校

教

育

課

活動
指標

啓発資料等の配布

人権・男女共同参画課協力
のもと、啓発資料等を教諭・
生徒に配布する。

学校では、ハローワークから
の就職に関する冊子を配布し
た。

就職に関する冊子を配布した
ため。

人権・男女共同参画課協力
のもと、啓発資料等を配布す
る。

性別による固定的な役
割分担意識にとらわれ
ることなく進路を選択
できるよう、系統的・継
続的なキャリア教育を
行う。

産

業

高

校

学

務

課

32

性別による固
定的な役割分
担意識にとら
われない進路
指導・キャリア
教育
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第４期きしわだ男女共同参画推進プラン　令和４年度実績報告

施策
番号

施策内容 事業概要
実施
課

令和4年度
取組内容

令和4年度
実績

令和4年度評価の理由
数値目標で評価がA・Bの場合

は「-」

令和4年度
今後の方向性

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 36 36 36 36 36

実績 36 36 36

評価 － B B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1 － 1 － 1

実績 1 －

評価 － B －

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 214 20 20 20 20

実績 － 0 0

評価 － D Ｄ

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － － ー

評価 － B B

研修に関する情報提供

引き続き、大阪府等が実施す
る各種研修に関し情報提供
を行い、学習機会を提供す
る。

活動
指標

教職員に対し、大阪府等が実
施する教育現場において必要
となる各種研修（子に関する
人権研修含む）に関し情報提
供を行い、学習機会を提供す
る。

下記研修について、教育現場
に情報提供を行い、学習機会
を提供した。
・「児童・生徒に対するわいせ
つな行為の禁止の徹底につ
いて」（９月実施）
・「出産・育児等について」
（12月実施）

-34

教職員・保育
士への学習機
会の提供

教職員に対し、大阪府
等が実施する教育現
場において必要となる
各種研修（子に関する
人権研修含む）に関し
情報提供を行い、学習
機会を提供する。

教

育

総

務

部

総

務

課

活動
指標

男女共同参画に関する研修会への参加人数
（人）

●保育施設等の職員に男女共
同参画に関する職員研修を積極
的に周知し、研修への参加を促
すとともに、各保育施設等で研
修内容の共有を図る。
●関係課と協力して男女共同参
画に関する研修の開催や情報
提供について検討する。（保育所
等施設）

保育所の職員に男女共同参
画に関する職員研修を周知
し、研修参加を促したが、保
育所の運営体制の確保等も
あり、参加は困難だった。

目標の人数を下回ったため。

引き続き、保育施設等の職員
に男女共同参画に関する職
員研修を積極的に周知し、研
修への参加を促す。また、関
係課と協力して男女共同参
画に関する研修の開催や情
報提供について検討してい
く。

教職員に対し、大阪府
等が実施する教育現
場において必要となる
各種研修（子に関する
人権研修含む）に関し
情報提供を行い、学習
機会を提供する。

子

育

て

施

設

課

活動
指標

研修の実施回数（回）

34

教職員・保育
士への学習機
会の提供

- -
教職員対象に情報・学習機
会の提供を行っていく。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

今年度は、実施年度ではない
ため、実施しない。

男女共生教育に関するリーフレット配布校数
（校）

34

教職員・保育
士への学習機
会の提供

教職員に対し、大阪府
等が実施する教育現
場において必要となる
各種研修（子に関する
人権研修含む）に関し
情報提供を行い、学習
機会を提供する。

アンケート結果を考察し、さら
に活用しやすい男女共生教
育リーフレットを作成し、来年
度以降も教材として活用す
る。

活動
指標

【施策番号15】
男女共生教育に関するリーフ
レットを小中学校へ配付し、授
業等の教材とする。
対象学年：小学１年生・小学５
年生・中学２年生

男女共生教育リーフレットを
小・中・高全ての学校に配付
し、各学校で学習教材として
活用した。
今後のリーフレット作成に生
かすため、授業後アンケートを
実施した。

子ども用リーフレットだけでな
く、教職員用指導資料も配付
し、効果的な活用を推進でき
たため。

33

性別による固
定的な役割分
担意識の解消

子ども一人ひとりが男
女共同参画の意識を
育み、固定的な役割分
担意識にとらわれず、
その能力や個性を尊重
した生き方を選択でき
るよう教育を行う。

人

権

教

育

課
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第４期きしわだ男女共同参画推進プラン　令和４年度実績報告

施策
番号

施策内容 事業概要
実施
課

令和4年度
取組内容

令和4年度
実績

令和4年度評価の理由
数値目標で評価がA・Bの場合

は「-」

令和4年度
今後の方向性

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 61 61 61 61 61

実績 61 61 61

評価 － B B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － - 2 - 2 -

実績 - 2

評価 － - A

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1200 1200 1200 1200 1200

実績 1100 1158 1259

評価 － C A

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1 1 1 1 1

実績 0 1 1

評価 － B B

活動
指標

新規家庭教育学級数

家庭教育学級合同学習会
「今から備える更年期」30人

-

家庭教育学級の活動支援を
引継ぎ継続し、学級数の増加
だけではなく既存学級の活性
化を図る。

生

涯

学

習

課

●保護者に対して男女共同
参画の視点を取り入れた研
修会や講演会を開催する。
●家庭教育学級の活動を支
援する。

作品展来場者数（人）

35
保護者への学
習機会の提供

保護者に対して男女共
同参画の視点を取り入
れた研修会や講演会
を開催するなど、学習
機会を提供する。

来年度以降も「人権を守る作
品展」の実施や「人権作品集
なかま」を作成・配付し、学習
機会を提供する。

活動
指標「人権を守る作品展」の実施

や「人権作品集なかま」を作
成し、配付する。
子どもたちの作品を通じて、
能力や個性を尊重することの
大切さ等について学ぶ機会と
することを目的の１つとする。

12/2～12/４「人権を守る作
品展」をマドカホールで実施
した。
3月に「人権作品集なかま」
を作成し、各学校園を通じて
保護者に配付し、能力や個性
を尊重することの大切さ等に
ついて学ぶ機会とした。

「人権を守る作品展」では、
昨年度より100名以上も多く
の方々が来場し、人権意識を
向上させる学習機会を提供
できたため。

35
保護者への学
習機会の提供

保護者に対して男女共
同参画の視点を取り入
れた研修会や講演会
を開催するなど、学習
機会を提供する。

人

権

教

育

課

活動
指標

講座開催回数（回）

親が無意識にもっているジェ
ンダーバイアスに気づき、子ど
もの性別にかかわらず、個性
を育み、伸ばす方法について
考える講座を開催する。

「伸びる子どもの育て方」19
人参加、「子どもの毎日をカ
ラフルに」10人参加。

-
来年度の実施予定は特にな
し。

保護者に対して男女共
同参画の視点を取り入
れた研修会や講演会
を開催するなど、学習
機会を提供する。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

活動
指標

男女共生教育担当者会等への参加者数（人）

35
保護者への学
習機会の提供

男女共生教育担当者会で、大阪
府教育委員会が作成したリーフ
レット「男女共同参画社会をめ
ざす学校づくり」を配付、説明し、
固定的な性別役割分担意識に
とらわれないための教材を紹介
するなど、教職員に対する学習
機会を提供した。

子ども用リーフレットだけでな
く、教職員用指導資料も配布
し、効果的な活用を推進でき
たため。

来年度以降も、男女共生教育
担当者会や人権教育研修会
等を通じて、男女共同参画の
視点を取り入れた学習機会
を資料を活用しながら提供す
る。

人

権

教

育

課

【施策番号32・33参照】
男女共生教育担当者会や人
権教育研修会等を実施する
ことで、さまざまな課題に沿っ
た学習の機会を提供する。

34

教職員・保育
士への学習機
会の提供

教職員に対し、大阪府
等が実施する教育現
場において必要となる
各種研修（子に関する
人権研修含む）に関し
情報提供を行い、学習
機会を提供する。
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第４期きしわだ男女共同参画推進プラン　令和４年度実績報告

施策
番号

施策内容 事業概要
実施
課

令和4年度
取組内容

令和4年度
実績

令和4年度評価の理由
数値目標で評価がA・Bの場合

は「-」

令和4年度
今後の方向性

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － 2 － 2 －

実績 － 2

評価 － － B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － － -

評価 － D B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － －

評価 － B B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 2 2 2 2 2

実績 0 1 1

評価 － C C

活動
指標

情報発信回数（回）

【施策番号8参照】
他機関からの依頼により、
「雇用労働講座」や「知って
得する労働問題講座」の講座
参加者に対して情報発信を
行う。

雇用労働講座では情報発信
出来なかった。

雇用労働講座は実施できな
かったが、労働問題講座では
情報発信できたため。

引き続き、情報発信できるよう
準備していく。

仕事と子育て、仕事と
介護等の両立のため
の制度について、様々
な手段を通して情報発
信をする。また、多様な
働き方を選択できる環
境整備をする。

産

業

政

策

課

活動
指標

各種制度に関する情報提供

37

仕事と子育て、
仕事と介護の
両立等に関す
る支援体制の
充実

介護や子育てに関する講座を
開催した際に、各種制度のチ
ラシ等を配布した。

情報提供を行えたため。 引き続き情報発信に努める。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

介護や子育てに関する講座
開催の際に、各種制度の案内
チラシ、パンフレット等を配布
し、仕事との両立支援に関す
る情報提供を行う。

各種制度の情報発信

37

仕事と子育て、
仕事と介護の
両立等に関す
る支援体制の
充実

仕事と子育て、仕事と
介護等の両立のため
の制度について、様々
な手段を通して情報発
信をする。また、多様な
働き方を選択できる環
境整備をする。

継続

活動
指標仕事と子育て、仕事と介護等

の両立のための環境整備を
行う。まずは、仕事と子育ての
両立のための「妊娠・出産・
育児にかかる休暇・休業の一
覧表」を作成し、職員に周知
を行う。

各種制度について、全職員が
確認できるよう、庶務研修資
料としてデータで共有できた。

-37

仕事と子育て、
仕事と介護の
両立等に関す
る支援体制の
充実

仕事と子育て、仕事と
介護等の両立のため
の制度について、様々
な手段を通して情報発
信をする。また、多様な
働き方を選択できる環
境整備をする。

人

事

課

活動
指標

研修の実施回数（回）

【施策番号35参照】
性別役割分担意識にとらわ
れず、子どもの個性を伸ばす
ための講座を開催する際に、
地域で子どもに関わる活動を
している人、団体に案内をす
る。

子どもに関する講座を開催す
る際は、男女共同参画セン
ターの利用者のほか、大宮地
区市民協議会福祉部会等、
子育て支援の事業を実施して
いる関係者に対して、チラシ
配布等を行い、情報提供し
た。

-
来年度の実施予定は特にな
し。

子どもたちが性別によ
る固定的な役割分担
意識にとらわれず、そ
の能力や個性を尊重し
た生き方を選択するこ
とを支援できるよう、地
域で子どもに関わる人
たちに対して研修会や
講演会を開催する。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

36

地域で子ども
に関わる人へ
の学習機会の
提供
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第４期きしわだ男女共同参画推進プラン　令和４年度実績報告

施策
番号

施策内容 事業概要
実施
課

令和4年度
取組内容

令和4年度
実績

令和4年度評価の理由
数値目標で評価がA・Bの場合

は「-」

令和4年度
今後の方向性

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 3 － 3 － 3

実績 3 －

評価 － B －

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 75 75 75 75 75

実績 70 46 16

評価 － C C

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 3 － 3 － 3

実績 3 －

評価 － B －

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 67 67 67 67 67

実績 53.1 56.2 52.6

評価 － C C

４月１日時点の就労支援対象者の就職率（％）

引き続き、就労支援を継続し
ていく。

活動
指標

生活保護受給中の女性に対
して、将来的に自立できるよ
う、就労支援プログラムを利
用して就労の機会を増やす。

コロナ禍の影響はあるもの
の、就労支援対象者に対し
て、早期自立につながるよう、
就労支援プログラムの利用を
促した。

生活保護受給者等就労自立
促進事業実施計画における
岸和田市の就職目標数で定
められている就職率を目標値
に定めているが、その目標達
成までには至らない。

39

女性の能力開
発とスキルアッ
プへの支援

就職や再就職、起業を
希望する女性を対象
に、情報提供や相談、
能力開発やスキルアッ
プのための講座等を開
催する。

生

活

福

祉

課

活動
指標

講座開催数（回）

今年度は、実施年度ではない
ため、実施しない。

- -
女性の就職・再就職や起業、
能力開発やスキルアップに関
する講座を開催する。

就職や再就職、起業を
希望する女性を対象
に、情報提供や相談、
能力開発やスキルアッ
プのための講座等を開
催する。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

活動
指標

セミナー参加者数（人）

39

女性の能力開
発とスキルアッ
プへの支援

資格取得者数(介護職員初
任者研修①6人②7人 フォー
クリフト運転技能講習3人）

プチ起業セミナーは開催せ
ず。

引き続き、資格取得講座を開
催し、就労支援を行う。

産

業

政

策

課

資格取得講座を開催し、就労
支援を行う。（取得可能資格：
介護職、ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ）また、必要
に応じて「岸和田ビジネスサ
ポートセンター Kishi-Biz（キ
シビズ）」などを紹介する。

講座開催数（回）

38
学習機会の提
供・情報提供

女性の就職・再就職や
起業に関する講座を開
催するとともに、様々な
手段を通じて情報を提
供する。

令和5年度は、女性の就職・
再就職や起業、能力開発やス
キルアップに関する講座を開
催する。

活動
指標

今年度は、実施年度ではない
ため、実施しない。

- -38
学習機会の提
供・情報提供

女性の就職・再就職や
起業に関する講座を開
催するとともに、様々な
手段を通じて情報を提
供する。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課
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第４期きしわだ男女共同参画推進プラン　令和４年度実績報告

施策
番号

施策内容 事業概要
実施
課

令和4年度
取組内容

令和4年度
実績

令和4年度評価の理由
数値目標で評価がA・Bの場合

は「-」

令和4年度
今後の方向性

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 30 30 30 30 30

実績 32 33 37

評価 － A A

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 75 75 75 75 75

実績 70 46 16

評価 － C C

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － － －

評価 － B B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 12 12 12 12 12

実績 8 9 5

評価 － C C

活動
指標

情報発信回数（回）

市ホームページで情報発信し
た。
「就職面接会」、「就職フェ
ア」、介護職員初任者研修2、
フォークリフト運転技能講習1

開催回数が減ったため。
市ホームページでもれなく情
報発信できるよう努める。

産

業

政

策

課

市ホームページで、「岸和田・
貝塚合同就職面接会」や「き
しわだ就職フェア」、各種資格
取得講座の情報を発信する。
また、ハローワークや関係機
関の情報や他機関による関
連講座の情報に関するURL
を掲載する。

情報提供のしくみづくり

40

就職・再就職・
起業を支援す
る仕組みづくり

就職・再就職・起業を
希望する人が、必要な
情報を得ることができ
る仕組みづくりについ
て検討する。

引き続き、情報提供を行って
いく。

活動
指標

●就職説明会・技能取得講
座等、就職、起業に関する案
内を情報コーナーに配架し周
知する。
●大阪府等の就労支援情報
をホームページに掲載する。

大阪府や岸和田市公共職業
安定所等の各種案内につい
て情報コーナーに配架し周知
した。

周知に努めたため。40

就職・再就職・
起業を支援す
る仕組みづくり

就職・再就職・起業を
希望する人が、必要な
情報を得ることができ
る仕組みづくりについ
て検討する。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

活動
指標

セミナー等参加者数（人）
【施策番号38】
資格取得講座を開催し、就労
支援を行う。（取得可能資格：
介護職、ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ）また、必要
に応じて「岸和田ビジネスサ
ポートセンター Kishi-Biz（キ
シビズ）」などを紹介する。

資格取得者数(介護職員初
任者研修①6人②7人 フォー
クリフト運転技能講習3人）

プチ起業セミナーは開催せ
ず。

引き続き、資格取得講座を開
催し、就労支援を行う。

就職や再就職、起業を
希望する女性を対象
に、情報提供や相談、
能力開発やスキルアッ
プのための講座等を開
催する。

産

業

政

策

課

活動
指標

支給者数（人）

39

女性の能力開
発とスキルアッ
プへの支援

〇高等職業訓練促進給付金
事業
　支給件数：３１件
〇自立支援教育訓練給付金
事業
　講座指定件数：8件
　支給申請件数：6件

- 取組を継続する。

子

ど

も

家

庭

課

自立して安定した生活を送るために
資格取得をめざすひとり親家庭の
母親および父親に対し、就職に繋が
るキャリアアップ研修受講に対する
給付金を支援するとともに、ハロー
ワークと連携して就労支援を行う。
【 該当給付金事業 】・高等職業訓
練促進給付金事業  ・自立支援教
育訓練給付金事業

39

女性の能力開
発とスキルアッ
プへの支援

就職や再就職、起業を
希望する女性を対象
に、情報提供や相談、
能力開発やスキルアッ
プのための講座等を開
催する。
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施策
番号

施策内容 事業概要
実施
課

令和4年度
取組内容

令和4年度
実績

令和4年度評価の理由
数値目標で評価がA・Bの場合

は「-」

令和4年度
今後の方向性

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1 1 1 1 1

実績 1 0

評価 － B D

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1 1 1 1 1

実績 0 0 1

評価 － D Ｂ

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 3 3 3 3 3

実績 0 3

評価 － D B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － －

評価 － C B

活動
指標

制度普及のための取組

「えるぼし認定」「くるみん認
定」に関する制度について市
内事業者に対して広く情報提
供を行う。

「企業支援メールマガジン」
でえるぼし・くるみん制度の情
報提供を行った。

情報提供を行ったため。
引き続き、情報提供を行って
いく。

厚生労働省が認定す
る「えるぼし」「くるみ
ん」制度に関する情報
を事業所に発信すると
ともに、市独自の優良
企業の表彰制度につ
いて調査・研究する。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

活動
指標

情報発信回数（回）

43

「えるぼし認
定」「くるみん
認定」制度の
周知と普及の
仕組みづくり

●「企業支援メールマガジ
ン」で出生時育児休業やえる
ぼし・くるみん制度などの情
報提供を行った。
●岸和田市人権啓発企業連
絡会会員に男性の育休制度
についての情報提供を行っ
た。

-
引き続き、情報提供を行って
いく。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

●広報やホームページ、「企
業支援メールマガジン」で、情
報発信を行う。
●岸和田市人権啓発企業連
絡会会員に対して、情報提供
を行う。

当該テーマの講座開催回数

42

女性活躍推進
に関する情報
発信

国の動向・新たな制度
について、絶えずアンテ
ナを張り、必要な情報
をわかりやすく事業所
に伝える。

今後も引き続き、テーマとして
取り上げるよう検討する。

活動
指標

「雇用労働講座」や「知って
得する労働問題講座」の講座
内容案の候補として検討す
る。

9/5に開催した雇用労働講
座で第１講のテーマが「育
児・介護休業法の改正ポイン
トと女性活躍推進法の対応に
ついて」であった。

-41
事業所への学
習機会の提供

男女共同参画の視点
を活かした企業経営の
ための講習会等を実
施するなど、事業所に
対して学習機会を提供
する。

産

業

政

策

課

活動
指標

研修会の実施・情報提供（回）

男女共同参画センターニュー
ス「クレアシオン」等で女性活
躍に取り組む事業所の紹介
をする。

事業所の実態把握ができて
いないため、事業所における
男女共同参画に関する意識
調査実施後に取り組むことに
した。

取組内容の実施ができな
かったため。

調査実施後に、情報提供を
行っていく。

男女共同参画の視点
を活かした企業経営の
ための講習会等を実
施するなど、事業所に
対して学習機会を提供
する。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

41
事業所への学
習機会の提供
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第４期きしわだ男女共同参画推進プラン　令和４年度実績報告

施策
番号

施策内容 事業概要
実施
課

令和4年度
取組内容

令和4年度
実績

令和4年度評価の理由
数値目標で評価がA・Bの場合

は「-」

令和4年度
今後の方向性

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － － －

評価 － B Ｂ

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1 1 1 1 1

実績 0 2

評価 － D A

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － 1 － －

実績 － －

評価 － － －

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1 1 1 1 1

実績 1 1 1

評価 － B B

年次有給休暇取得促進に関する文書送付回
数（回）

今後も改善に向けた取組み
を行っていく

活動
指標一定基準の時間外勤務時間

を超える職員に対しては、産
業医への受診案内や上司へ
の報告、環境改善に向けた協
議の場の設定など、対象者の
体調管理や労働環境の改善
に向けた取組を行う。

長時間の時間外勤務を行っている職員

とその所属長に対し実績報告を行い、時

間外勤務削減のための業務改善等を

検討してもらう。ノー残業デーを設定し、

定時退庁を促す。また出退勤システムの

取組として、一定時間以上の時間外勤

務時間を行っている職員に対し警告文

章が表示され、また対象者がリスト化さ

れるように設定している。

-46

市職員・教職
員へのワーク・
ライフ・バラン
スに関する理
解促進

一人ひとりが仕事と家
事・育児・地域での活
動がバランスよく調和
した生活ができるよう、
市職員・教職員にワー
ク・ライフ・バランスの
理解を促進するための
情報発信を行う。

人

事

課

活動
指標

調査の実施（回）

今年度は、実施年度ではない
ため、実施しない。

- -
令和5年度に、市内事業所に
対して、男女共同参画に関す
る意識調査を実施する。

市内事業所における男
女共同参画に関する
意識調査を実施する。
平成30年度実施の調
査と比較し、進んだ点
や課題を整理し、今後
の施策に活かす。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

活動
指標

情報発信回数（回）

45

事業所におけ
る男女共同参
画に関する意
識調査の実施

ホームページ、企業支援メー
ルマガジンで情報発信を行っ
た。

- 引き続き、情報提供を行う。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

常時雇用する労働者が101
人以上の企業に一般事業主
行動計画の策定・届出・情報
公表が義務化されたことを、
ホームページ、「企業支援メー
ルマガジン」で情報発信を行
う。

総合評価競争入札の落札者決定基準の検討

44

一般事業主行
動計画の周
知・啓発

「一般事業主行動計
画」についての情報
や、計画策定に関する
国の支援についての情
報を事業所に発信す
る。

引き続き、次回（令和6年）の
総合評価入札において落札
者決定基準の評価項目とす
ることを検討する。

活動
指標

総合評価競争入札の落札者
決定基準に「えるぼし」「くる
みん」認定の取得の有無を加
える.

総合評価競争入札の落札者
決定基準に「えるぼし」「くる
みん」認定の取得の有無を加
え、令和4年度の総合評価入
札評価委員会にて評価を実
施した。

実績に記載のとおり、目的を
達成したため

43

「えるぼし認
定」「くるみん
認定」制度の
周知と普及の
仕組みづくり

厚生労働省が認定す
る「えるぼし」「くるみ
ん」制度に関する情報
を事業所に発信すると
ともに、市独自の優良
企業の表彰制度につ
いて調査・研究する。

契

約

検

査

課
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第４期きしわだ男女共同参画推進プラン　令和４年度実績報告

施策
番号

施策内容 事業概要
実施
課

令和4年度
取組内容

令和4年度
実績

令和4年度評価の理由
数値目標で評価がA・Bの場合

は「-」

令和4年度
今後の方向性

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1 1 1 1 1

実績 0 1

評価 － D B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － ー

評価 － B B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － 1 － 1 －

実績 － 1

評価 － － B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1 1 1 1 1

実績 0 0 1

評価 － D Ｂ

活動
指標

当該テーマの講座開催回数

9/5に開催した雇用労働講
座で第２講のテーマが「アフ
ターコロナを見据えた魅力あ
る労働条件の整備について」
であった。

-
今後も引き続き、テーマとして
取り上げるよう検討する。

産

業

政

策

課

【施策番号41】
「雇用労働講座」や「知って
得する労働問題講座」の講座
内容案の候補として検討す
る。

講座開催数（回）

47

市民・事業所
へのワーク・ラ
イフ・バランス
に関する学習
機会の提供

一人ひとりが仕事と家
事・育児・地域での活
動がバランスよく調和
した生活ができるよう、
講座等を開催し、ワー
ク・ライフ・バランスの
理解を促進する。

引き続き、ワークライフバラン
スの理解促進に向けた講座
を開催する。

活動
指標

【施策番号15参照】
50代以降の男性を対象に退
職後の生き方を考える講座を
開催する際に、ワーク・ライフ・
バランスについてふれる。

「男のスターティングノート」
講座で、仕事以外の時間をも
つことの大切さについてふれ
た。

-47

市民・事業所
へのワーク・ラ
イフ・バランス
に関する学習
機会の提供

一人ひとりが仕事と家
事・育児・地域での活
動がバランスよく調和
した生活ができるよう、
講座等を開催し、ワー
ク・ライフ・バランスの
理解を促進する。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

活動
指標

ワーク・ライフ・バランスに関する情報提供
仕事と家事・育児・地域での
活動がバランスよく調和した
生活をめざし、ワーク・ライフ・
バランスの理解を深めるため
の、研修等の機会などを通
じ、ちらし等で情報発信を行
う。

教職員に対し、児童生徒の夏
季休業期間中の休暇取得を
促すための通知を行った。

-
引き続き、ワーク・ライフ・バラ
ンスの理解を促進するための
情報発信を行う。

一人ひとりが仕事と家
事・育児・地域での活
動がバランスよく調和
した生活ができるよう、
市職員・教職員にワー
ク・ライフ・バランスの
理解を促進するための
情報発信を行う。

教

育

総

務

部

総

務

課

活動
指標

情報発信回数（回）

46

市職員・教職
員へのワーク・
ライフ・バラン
スに関する理
解促進

3月発行の庁内情報紙「パー
トナー」で育休取得経験のあ
る男性職員や管理職へのイン
タビュー記事、育休取得に関
する記事を掲載し、ワーク・ラ
イフ・バランスについて考える
機会の提供を行った。

- 引き続き、情報発信を行う。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

【施策番号７参照】
庁内情報紙「パートナー」等
で、育休、出産補助休暇の記
事に併せて、ワーク・ライフ・バ
ランスに関する記事を掲載す
る。

46

市職員・教職
員へのワーク・
ライフ・バラン
スに関する理
解促進

一人ひとりが仕事と家
事・育児・地域での活
動がバランスよく調和
した生活ができるよう、
市職員・教職員にワー
ク・ライフ・バランスの
理解を促進するための
情報発信を行う。
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施策
番号

施策内容 事業概要
実施
課

令和4年度
取組内容

令和4年度
実績

令和4年度評価の理由
数値目標で評価がA・Bの場合

は「-」

令和4年度
今後の方向性

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1 1 1 1 1

実績 1 1 3

評価 － B A

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 93 93 85 85 85

実績 93 108 126

評価 － C C

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － ー

評価 － B B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 10 10 10 11 11

実績 9.6 11.9 14

評価 － B B

活動
指標

年次有給休暇の平均取得日数

4月～3月の有給休暇取得者
数1,435人、総取得時間は
155,997時間。

- 継続
人

事

課

職員に向けた年次有給休暇の取得
促進を呼びかけるとともに、所属長

にも各職員の年次有給休暇の取得
状況を把握してもらいながら、ワー
ク・ライフ・バランスに留意してもら
う。
また、労働基準法に基づく「年５日
の年次有給休暇の取得」について

周知を徹底する。

49

市職員・教職
員の計画的な
有給休暇取得
促進

所属長が取得促進を
推奨し、職場全体で相
互応援できる体制を整
備することで、計画的
な休暇取得の促進を
図る。

活動
指標

教職員の時間外勤務削減方法の検討業務負担軽減会議を開催し、継
続して協議を重ねている。
長時間労働が常態化している教
員及び高ストレス職員を対象に、
産業医面談を実施した（50
名）。
職員からの希望に基づき、個別
面談を行った（3名）。

-

引き続き、時間外勤務が削減
できるよう、継続した協議を
行って環境づくりに努め、また
長時間労働者等へのフォロー
アップを図る。

教

育

総

務

部

総

務

課

学校の管理職や職場代表、
教育委員会関係課と協議を
行い、業務負担軽減策を検討
する。また、産業医による職員
との個別面談を実施する。

全職員の時間外勤務時間数（ひとりあたり時
間）※病院・消防は除く

48

市職員・教職
員の時間外勤
務の削減

「時間外勤務の適正管
理に関する指針」に定
められた取組事項を進
めるとともに、効率的、
効果的な業務の進め
方を考え、時間外勤務
の削減を図る。

継続

活動
指標

長時間の時間外勤務を行っている職員

とその所属長に対し実績報告を行い、時

間外勤務削減のための業務改善等を

検討してもらう。

ノー残業デーを設定し、定時退庁を促

す。また出退勤システムの取組として、一

定時間以上の時間外勤務時間を行って

いる職員に対し警告文章が表示され、ま

た対象者がリスト化されるように設定し

ている。

時間外勤務の適正管理に関する指針に

より、時間外勤務の事前命令を徹底さ

せ、定時退庁日・週休日・休日に出勤す

る際には、事前の報告書の提出を義務

付けている。また、月45時間超の職員が

ある場合や、年間360時間超の職員が

ある場合には、報告書の提出を義務付

け、時間外勤務の事由および縮減方法

を検討してもらっている。

コロナウイルス関係の業務が
継続している一方で、コロナ
ウイルスにより停滞していた
業務が再開したことや、７月の
参議院選挙もあったため、結
果的に前年度より業務増と
なっている。

48

市職員・教職
員の時間外勤
務の削減

「時間外勤務の適正管
理に関する指針」に定
められた取組事項を進
めるとともに、効率的、
効果的な業務の進め
方を考え、時間外勤務
の削減を図る。

人

事

課

活動
指標

講座の実施回数（回）

仕事をしている人が参加しや
すいように、平日夜間や土日
に、趣味や地域の課題解決
等、ワーク・ライフ・バランスの
ための講座を開催する。

（市立公民館）
・ビジネス講座全３回を実施
１回目〈女性〉自分でできるセル
フメンテナンス（平日夜）13人
２回目〈男女〉ストレスのこと（土
曜日）13人
３回目〈男性〉アロマを味方に
（平日夜）13人

-
今後も継続して講座を企画・
開催する。

一人ひとりが仕事と家
事・育児・地域での活
動がバランスよく調和
した生活ができるよう、
講座等を開催し、ワー
ク・ライフ・バランスの
理解を促進する。

生

涯

学

習

課

47

市民・事業所
へのワーク・ラ
イフ・バランス
に関する学習
機会の提供
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第４期きしわだ男女共同参画推進プラン　令和４年度実績報告

施策
番号

施策内容 事業概要
実施
課

令和4年度
取組内容

令和4年度
実績

令和4年度評価の理由
数値目標で評価がA・Bの場合

は「-」

令和4年度
今後の方向性

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1 1 1 1 1

実績 － 0 0

評価 － D D

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 100 100 100 100 100

実績 91 100

評価 － C B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1 1 1 1 1

実績 1 0

評価 － B D

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 2 2 2 2 2

実績 0 3 3

評価 － A A

活動
指標

情報発信回数（回数）
育児・介護休業法の改正情
報や雇用・労働啓発セミナー
（岸和田商工会議所）、育児
と仕事の両立支援、女性活
躍、ダイバーシティに関するセ
ミナー（大阪府）に関し情報
発信した。

-

岸和田商工会議所等が実施
するセミナー等があれば企業
支援ﾒｰﾙﾏｶﾞｼﾞﾝで情報発信し
ていく。

産

業

政

策

課

国の動向や新たな制度等に
ついて、「企業支援メールマガ
ジン」登録事業者に対して情
報発信する。

研修会の実施・情報提供（回）

50

事業所におけ
る働き方改革
の推進

国の動向・新たな制度
について、絶えずアンテ
ナを張り、必要な情報
をわかりやすく事業所
に伝え、事業所におけ
る働き方改革の推進を
図る。

実態調査後、情報発信を行
う。

活動
指標

【施策番号41参照】
男女共同参画センターニュー
ス「クレアシオン」等で働き方
改革に取り組む事業所の紹
介をする。

事業所の実態把握ができて
いないため、事業所における
男女共同参画に関する意識
調査実施後に取り組むことに
した。

紹介記事の掲載ができな
かったため。

50

事業所におけ
る働き方改革
の推進

国の動向・新たな制度
について、絶えずアンテ
ナを張り、必要な情報
をわかりやすく事業所
に伝え、事業所におけ
る働き方改革の推進を
図る。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

年５日の年次有給休暇取得者率（％）

引き続き、計画的な有給休暇
取得促進を図る。

活動
指標

夏季等の長期休業中におけ
る年次有給休暇取得を推奨
する。

教職員(市職員)に対し、児童
生徒の夏季休業期間中の休
暇取得を促すための通知を
行った。

有給休暇の付与月が1月か
ら４月に変更になったため、前
年より取得率が低く出ている
が、年度末にかけての取得を
促す。

49

市職員・教職
員の計画的な
有給休暇取得
促進

所属長が取得促進を
推奨し、職場全体で相
互応援できる体制を整
備することで、計画的
な休暇取得の促進を
図る。

教

育

総

務

部

総

務

課

活動
指標

情報発信回数（回）

【施策番号７参照】
庁内情報紙「パートナー」等
で、育休、出産補助休暇の記
事に併せて、有給休暇取得促
進に関する記事を掲載する。

3月発行の庁内情報紙「パー
トナー」で有給休暇取得促進
に関する記事の掲載はできな
かった。

- 引き続き、情報発信を行う。

所属長が取得促進を
推奨し、職場全体で相
互応援できる体制を整
備することで、計画的
な休暇取得の促進を
図る。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

49

市職員・教職
員の計画的な
有給休暇取得
促進
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第４期きしわだ男女共同参画推進プラン　令和４年度実績報告

施策
番号

施策内容 事業概要
実施
課

令和4年度
取組内容

令和4年度
実績

令和4年度評価の理由
数値目標で評価がA・Bの場合

は「-」

令和4年度
今後の方向性

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 500 500 500 500 500

実績 498 258 340

評価 － C C

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － －

評価 － C B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 6 6 2 2 2

実績 3 1

評価 － C C

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － －

評価 － B B

活動
指標

参画率向上のための具体策の共有●大阪府の「人材情報提供
サービス」に関する情報提供
を行う。
●委員改選の審議会所管課
に、比率上昇のために工夫し
た点、困難な理由の聴き取り
を行い、庁内で情報共有す
る。

●庁内LANにて大阪府の
「人材情報提供サービス」の
情報提供を行った。
●プランの実績報告時に目
標達成に向けて工夫した点や
困難な理由を記載してもらっ
た。

取組内容について実施でき
たため。

引き続き、はたらきかけを行
う。

「岸和田市附属機関へ
の女性の参画促進に
関する指針」に基づき、
女性委員比率の目標
値の達成に向けた具
体的な取り組みを実施
する。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

53

審議会等の女
性委員比率向
上への具体的
な取組の実施

活動
指標

紹介記事掲載回数（回）

「男子厨房クラブ」について
記事を掲載した。

講座の案内や他の情報発信
を行いたかったため、登録ク
ラブの紹介回数が少なくなっ
た。

登録クラブの紹介は年に2～
3回は行っていくことにする。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

男女共同参画センターニュー
ス「クレアシオン」でセンター
の登録グループの活動を紹
介する。

52
市民団体に関
する情報発信

各課が所管している市
民団体に関する情報を
様々な手段を通じて発
信する。

活動への参加促進

引き続き、情報発信等を行っ
ていく。

活動
指標

さまざまな立場の人が参画
し、意見を言いやすい地域活
動について考える講座を開催
する。

メンバーの力を活かした組織
づくりのための講座「活かそ
う！　みんなの力」（17人参
加）、ファシリテーション講座
（19人参加）。

地域活動を進めるにあたり、
円滑に意見交換を行えるよう
な講座の開催を行ったため。

51

地域活動やボ
ランティア等へ
の参加促進の
ための仕組み
づくり

地域活動やボランティ
ア活動への支援、情報
発信、交流会の開催、
交流スペースの提供等
を行う。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

活動
指標

交流スペースの利用者数（人）

市民活動サポートセンターに
おいて、地域活動やボランティ
ア活動への支援、情報発信、
交流会の開催、交流スペース
の提供を行う。

市民活動サポートセンターに
おいて、地域活動やボランティ
ア活動への支援、情報発信、
交流会の開催、交流スペース
の提供を行った。

交流スペースの提供は行った
が、目標値には達さなかった
ため。

引き続き、実施していく。

地域活動やボランティ
ア活動への支援、情報
発信、交流会の開催、
交流スペースの提供等
を行う。

自

治

振

興

課

51

域活動やボラ
ンティア等への
参加促進のた
めの仕組みづ
くり
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第４期きしわだ男女共同参画推進プラン　令和４年度実績報告

施策
番号

施策内容 事業概要
実施
課

令和4年度
取組内容

令和4年度
実績

令和4年度評価の理由
数値目標で評価がA・Bの場合

は「-」

令和4年度
今後の方向性

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － －

評価 － B D

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 25 26 28 30 30

実績 23.4 25.3 25.9

評価 － A C

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1 1 1 1 1

実績 0 1

評価 － D B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － －

評価 － C B

活動
指標

教育委員会への働きかけ

実施計画作成時に、教育委
員会に比率向上のための取
組を依頼した。

教育委員会に働きかけを行っ
たため。

引き続き、教育委員会に働き
かけを行う。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

教育委員会に働きかけを行
う。

研修会の実施・情報提供（回）

56

校（園）長・教
頭の女性比率
向上

能力、適性のある女性
の教員に校長等から
昇任試験の受験を促
すとともに、働きやすい
職場環境の整備を行
い、管理職の女性比率
の向上をめざす。

引き続き、研修や情報発信を
行っていく。

活動
指標

庁内情報紙「パートナー」に
女性の管理職からのメッセー
ジを掲載する。

3月発行の庁内情報紙「パー
トナー」で女性の課長から、管
理職として仕事をする上で心
掛けていること等について記
事を掲載した。

-55

市職員の管理
職の女性比率
向上

管理職に必要な能力
を身につけるための研
修会等を開催するとと
もに、働きやすい職場
環境の整備を行い、女
性比率の向上をめざ
す。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

活動
指標

課長級の女性職員の割合（％）

男女共同参画に関する研修
を開催するとともに、働きやす
い職場環境の整備を行い、管
理職における女性比率の向
上をめざす。

【女性人数/全体人数】人/人
部長級：3/27（11.1％）
課長級：38/147（25.9％）
主幹級：47/157（29.9％）
担当長級：91/200（45.5％）
主査級：129/242（53.3％）

部長：3/24（12.5％）
課長：18/85（21.2％）

前年度より女性の課長職は2
人増加したが目標値には届
かなかった。

引き続き、管理職における女
性比率の向上をめざす。

管理職に必要な能力
を身につけるための研
修会等を開催するとと
もに、働きやすい職場
環境の整備を行い、女
性比率の向上をめざ
す。

人

事

課
55

市職員の管理
職の女性比率
向上

活動
指標

参画促進の働きかけ

審議会等附属機関以外の会
議体の委員についても、男女
バランスよく選任するようはた
らきかける。

はたらきかけができなかった。 はたらきかけを行う。

審議会等附属機関以
外の様々な意思決定
の場においても、積極
的に女性の参画を促
進する。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

54

意思決定の場
における女性
の参画の促進
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第４期きしわだ男女共同参画推進プラン　令和４年度実績報告

施策
番号

施策内容 事業概要
実施
課

令和4年度
取組内容

令和4年度
実績

令和4年度評価の理由
数値目標で評価がA・Bの場合

は「-」

令和4年度
今後の方向性

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 22 24 26 28 30

実績 20.3 23 25.7

評価 － A A

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1 － 1 － 1

実績 1 －

評価 － B －

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1 1 1 1 1

実績 － 1 1

評価 － B B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1 1 1 1 1

実績 0 1

評価 － D B

活動
指標

研修会の実施・情報提供（回）

【施策番号55参照】
庁内情報紙「パートナー」に
女性の管理職からのメッセー
ジを掲載する。

3月発行の庁内情報紙「パー
トナー」で女性の課長から、管
理職として仕事をする上で心
掛けていること等について記
事を掲載した。

-
引き続き、研修や情報発信を
行っていく。

管理職に求められる能
力、適性を具体的に示
し、その能力を身につ
ける研修を実施する。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

活動
指標

研修の実施回数（回）

58

市職員の女性
管理職の育成
と能力開発

新任課長への研修で計画に
記載の内容を実施できた。

- 引き続き、実施する。
人

事

課

部下とのコミュニケーション研
修や、メンタルヘルスに関する
研修等を実施する。

研修の実施回数（回）

58

市職員の女性
管理職の育成
と能力開発

管理職に求められる能
力、適性を具体的に示
し、その能力を身につ
ける研修を実施する。

引き続き、計画的に研修を実
施する。

活動
指標

今年度は、実施年度ではない
ため、実施しない。

- -57

男女共同参画
推進本部の本
部員・幹事へ
の研修の実施

本部員・幹事に女性の
管理職の積極的な登
用の必要性・効果につ
いての研修を実施す
る。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

活動
指標

管理職の女性比率（％）
能力、適性のある女性の教員
が昇任試験の受験の機会が
奪われないよう、また研修の
機会が得られるよう、平常時
から情報発信に努める。また、
面談の機会などを通じ、昇任
試験の受験を促す。

校長

小学校7名/24名（29.2％）

中学校2名/11名（18.2％）

高校１名/１名（100％）

教頭

小学校7名/24名（29.2％）

中学校2名/12名（16.7％）

高校０名/２名（0％）

対象教員に対し、６月１日に昇任試験受験に

関する情報発信を行った。

学校現場における校長との面談機会、市教

委との面談機会を活用し、試験の受験を促し

た。

-

引き続き、校（園）長・教頭の
女性比率向上のため、日頃か
らの情報発信や受験の促し、
環境づくりに努める。

能力、適性のある女性
の教員に校長等から
昇任試験の受験を促
すとともに、働きやすい
職場環境の整備を行
い、管理職の女性比率
の向上をめざす。

教

育

総

務

部

総

務

課

56

校（園）長・教
頭の女性比率
向上
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施策
番号

施策内容 事業概要
実施
課

令和4年度
取組内容

令和4年度
実績

令和4年度評価の理由
数値目標で評価がA・Bの場合

は「-」

令和4年度
今後の方向性

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － － －

評価 － A A

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1 1 1 1 1

実績 1 1

評価 － B B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 2 2 2 2 2

実績 1 1

評価 － C C

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 20 2 2 2 2

実績 13 2

評価 － C B

学習機会の提供（回）

引き続き、講座等を実施する。

活動
指標

【施策番号51】
さまざまな立場の人が参画
し、意見を言いやすい地域活
動について考える講座を開催
する。

メンバーの力を活かした組織
づくりのための講座「活かそ
う！みんなの力」（17人参
加）、ファシリテーション講座
（19人参加）。

-61

地域における
男女共同参画
に関する学習
機会の提供

地域における男女共同
参画を進めるため、
様々な機会を活用して
講座等を実施する。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

活動
指標

情報発信回数（回数）

男女共同参画の視点を活か
した企業経営に関する情報等
について、「企業支援メールマ
ガジン」登録事業者に対して
情報発信する。

　大阪府×ＫＥＣＣ共催セミ
ナー　 「女性が働きやすい職
場づくりについて」として企業
支援メールマガジンにて情報
発信

目標に達さなかったため。
セミナー等があれば企業支援
メールマガジンで情報発信し
ていく。

事業所に対して、男女
共同参画の視点を活
かした企業経営に関す
る情報発信を行うとと
もに、女性の登用に積
極的な事業所について
広報紙等で紹介する。

産

業

政

策

課

活動
指標

研修会の実施・情報提供（回）

60

管理職への女
性の登用に関
する事業所へ
の啓発と支援

ドーンdeキラリ☆2DAYS（大
阪府男女いきいき事業者表
彰受賞企業による事例発表、
女性が輝く組織づくりに関す
るセミナーなどの開催）につ
いて、「企業支援メールマガジ
ン」で情報発信した。

-
引き続き、研修や情報発信を
行っていく。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

国の動向や講演会情報につ
いて、「企業支援メールマガジ
ン」等で情報発信する。

性別にとらわれない能力を重視した人員配置

60

管理職への女
性の登用に関
する事業所へ
の啓発と支援

事業所に対して、男女
共同参画の視点を活
かした企業経営に関す
る情報発信を行うとと
もに、女性の登用に積
極的な事業所について
広報紙等で紹介する。

今後も性別に関係のない人
材登用を行う。

活動
指標

性別にとらわれず、能力を重
視した人事配置を行う。

女性の課長が２名増加 -59

男女のバラン
スを考えた人
員配置

性別による固定的な役
割分担意識をなくし、
能力を重視した人事配
置を行う。

人

事

課

29 / 54 ページ



第４期きしわだ男女共同参画推進プラン　令和４年度実績報告

施策
番号

施策内容 事業概要
実施
課

令和4年度
取組内容

令和4年度
実績

令和4年度評価の理由
数値目標で評価がA・Bの場合

は「-」

令和4年度
今後の方向性

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 2 2 2 2 2

実績 － 2 2

評価 － B B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － 1 －

実績 － －

評価 － － －

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 2 － 2 － 2

実績 2 －

評価 － B －

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1 1 1 1 1

実績 0 1 1

評価 － B B

活動
指標

講座開催数（回）

短期講座「緊張しないで、人
前で自分らしく話す方法教え
ます！」を開催。18人。

-
今後も同内容の講座を開催
していく。

生

涯

学

習

課

女性の社会進出に向けて、職
業能力向上系講座を開催す
る。

講座開催数（回）

64
女性リーダー
の育成

様々な活動の場で女
性がリーダーシップを
発揮して活躍できるよ
う、リーダーに必要な
様々な資質や能力、技
術を学べる講座を開催
する。

講座を開催する。

活動
指標

今年度は、実施年度ではない
ため、実施しない。

- -64
女性リーダー
の育成

様々な活動の場で女
性がリーダーシップを
発揮して活躍できるよ
う、リーダーに必要な
様々な資質や能力、技
術を学べる講座を開催
する。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

活動
指標

地域活動における男女共同参画に関する実態
調査の実施（回）

今年度は、実施年度ではない
ため、実施しない。

- -
来年度は実施しない。プラン
見直しの前年（令和６年度に
実施）

地域活動における男女
共同参画に関する状
況を把握するために、
実態調査を実施する。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

63

地域活動にお
ける男女共同
参画に関する
実態調査の実
施

活動
指標

働きかけを行った回数（回）大芝地区連合運営協議会で
「安心できる避難所づくり」に
関する出前講座でもプランに
ついて取り上げた。
市民協事務局長会議で男女
共同参画に関する統計データ
とアンコンシャスバイアスの
リーフレットを配布した。

-

引き続き、各課が会議等を開
催した際には、男女共同参画
に関するトピックについて情報
提供をする。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

【施策番号1・2】
各種団体所管課の協力のも
と、団体の会議等の場で、男
女共同参画に関するトピック
に関連づけて、プランの趣旨
について伝える。

62

地域活動にお
ける意思決定
の場への女性
の参画促進

地域において、性別に
よって役割を分けること
なく、地域活動の役員
に男女がバランスよく
選出されるよう働きか
ける。
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施策
番号

施策内容 事業概要
実施
課

令和4年度
取組内容

令和4年度
実績

令和4年度評価の理由
数値目標で評価がA・Bの場合

は「-」

令和4年度
今後の方向性

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － －

評価 － B C

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － － －

評価 － D B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － －

評価 － B B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － －

評価 － D D

活動
指標

交流会の検討

ネットワークづくりの前段階と
して、市内で活動している女
性に関する情報収集を行う。

さまざまな分野で活動する女
性に関する情報収集を行い、
講座の企画等、課の事業に反
映させた。

地域で活動している女性を講
座の講師に迎えるなど、関係
性は築けたが、交流会の検討
までには至らなかったため。

引き続き、さまざまな分野で
活動している女性との関係を
築く。

女性リーダーのネット
ワークをつくり、情報交
換や異業種の組み合
わせによる、新たな事
業展開につなげる。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

活動
指標

制度の周知

67

異業種交流に
よる女性リー
ダーのネット
ワークづくり

市内各公共施設にチラシを
配架してもらい、制度の周知
を行った。

制度の周知を行えたため。
引き続き、制度の周知、登録
の呼びかけを行っていく。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

女性人材バンク登録に関する
チラシを公共施設に配架し制
度を周知する。

66
人材バンクの
整備

「岸和田市女性人材
バンク」の登録者を増
やすため、NO65で発
掘した人材等に対して
担当課の協力を得て、
登録の呼びかけを行
う。

情報提供

引き続き、情報提供を行って
いく。

活動
指標

「女性人材バンク」のチラシを
配架し、登録を促していく

女性人材バンクのチラシをロ
ビーに配架し、周知に努めた。

周知に努めたため。65
地域で活躍す
る人材の発掘

地域で活躍している人
材を見出し、「岸和田
市女性人材バンク」へ
の登録を促す。

生

涯

学

習

課

活動
指標

「岸和田市女性人材バンク」の登録促進

校区別人権問題研修等の機
会を活用し、地域で活動する
キーパーソンの女性と良好な
関係を築く。

校区別人権問題研修や男女
共同参画センター・大宮地区
公民館合同まつり等を通じて
当課の事業に協力いただける
関係を築くことができた。

地域で活動する女性と良好
な関係を築くことができたが、
登録促進までには至らなかっ
たため。

良好な関係を築けた方に対
し、岸和田市女性人材バンク
への周知を行い、登録の働き
かけをする。

地域で活躍している人
材を見出し、「岸和田
市女性人材バンク」へ
の登録を促す。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

65
地域で活躍す
る人材の発掘
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施策
番号

施策内容 事業概要
実施
課

令和4年度
取組内容

令和4年度
実績

令和4年度評価の理由
数値目標で評価がA・Bの場合

は「-」

令和4年度
今後の方向性

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 10 10 3 3 3

実績 9 3

評価 － C C

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － － －

評価 － D D

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 2 2 2 2 2

実績 2 1

評価 － B C

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 5 7 9 11 13

実績 5 6

評価 － B C

デートＤＶ予防啓発講座開催回数（回）

引き続き、講座は開催し、多く
の学校で実施できるように努
める。

活動
指標

市立中学校・高等学校で
デートDV予防啓発講座を実
施する。

「あかん！　デートDV～あなた
や友達を加害者や被害者に
もしないために～」を6中学校
で開催。

案内をしたが、カリキュラム上
組み込むことが難しいとのこ
とから、目標校数には達さな
かった。

70

中・高校生へ
の学習機会の
提供

若い世代がＤＶについ
て正しく理解し、加害者
にも被害者にもならな
いよう、市内の中学生・
高校生に対して学習機
会を提供する。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

活動
指標

職員研修・会議の開催（回）

男女共同参画推進本部実務
担当者及び希望者を対象に、
DVの基礎知識・一時保護の
概要・二次被害の防止・加害
者対応に関する研修を実施
する。

「DVの理解とDV防止法に基
づく支援について」を開催し、
60人が参加した。

目標回数に達さなかったた
め。

引き続き、会議や研修を行っ
ていく。

ＤＶ窓口担当者会議の
担当者・各課の男女共
同参画実務担当者を
中心に、ＤＶに関する研
修を実施する。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

活動
指標

計画的な研修実施体制の検討・整備

69
市職員への学
習機会の提供

協議ができていない 協議ができていないため
ＤＶに関する研修の共催が可
能かどうか、人権・男女共同
参画課と協議していく。

人

事

課

ＤＶに関する研修の共催が可
能かどうか、人権・男女共同
参画課と協議していく。

講座開催数（回）

69
市職員への学
習機会の提供

ＤＶ窓口担当者会議の
担当者・各課の男女共
同参画実務担当者を
中心に、ＤＶに関する研
修を実施する。

引き続き、女性のエンパワメン
トとして、就労やコミュニケー
ションに関する講座を開催す
る。
【施策番号24参照】年間講
座回数の変更に伴い、目標値
は3回に修正する。

活動
指標

女性のエンパワメントとして、
就労やコミュニケーションに関
する講座を開催する。

●メンバーの力を活かした組
織づくりのための講座「活か
そう！　みんなの力」（17人参
加）、ファシリテーション講座
（19人参加）。
●さまざまな分野で力を発揮
するための講座「複業のスス
メ」（13人参加）。

今年度は男性対象の講座の
開催に力を入れ、取組内容に
ある講座については回数を少
なくしたため。

68

女性の能力開
発と人材育成
のための学習
機会の提供

女性が様々な分野で
能力を発揮し活躍でき
るよう多種多様な講座
を開催する。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課
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施策
番号

施策内容 事業概要
実施
課

令和4年度
取組内容

令和4年度
実績

令和4年度評価の理由
数値目標で評価がA・Bの場合

は「-」

令和4年度
今後の方向性

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － － －

評価 － B Ｄ

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － － －

評価 － B B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － － －

評価 － B B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1 1 1 1 1

実績 1 2

評価 － B A

活動
指標

ＤＶ予防講座開催回数（回）

「妻と夫のほどよい関係と
は？」を開催、7人参加。「怒り
をぶつけない”わたし”になり
たい～アンガーマネジメントを
学ぶ」を開催、21人参加。

-
引き続き、講座を開催してい
く。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

市民を対象に、DV防止のた
め、より良い夫婦関係を考え
る講座を開催する。

人権教育や道徳教育等を通じた啓発

71

市民や事業所
への学習機会
の提供

市民や事業所に対し
て、ＤＶに関する理解促
進と暴力の防止を目的
とした研修会や講演会
を開催する。

来年度以降も、市内の中高生
に対して、人権教育や道徳教
育等を通じたデートＤＶ啓発
や講座について周知する。

活動
指標●市内の中高生に対して、人

権教育や道徳教育等を通じ
た啓発を行う。
●人権・男女共同参画課と連
携し、市内学校に対してデー
トＤＶ啓発講座について周知
する。

●「女性に対する暴力をなくす運
動」の実施や大阪府、大阪府配偶
者等からの暴力の防止及び被害者
支援ネットワークが主催するセミ
ナーを各学校へ周知した。
●人権・男女共同参画課と連携し、
市内の中学校で「デートＤＶ予防啓
発講座」を実施した。

人権・男女共同参画課と連携
し、学習機会を提供したため。

70

中・高校生へ
の学習機会の
提供

若い世代がＤＶについ
て正しく理解し、加害者
にも被害者にもならな
いよう、市内の中学生・
高校生に対して学習機
会を提供する。

人

権

教

育

課

活動
指標

デートＤＶ予防啓発講座の活用促進

各校園に対して子どもたちが
自尊感情を高め、相手にも優
しい心をもてるような取り組み
を促進する。

指導主事が各校園を訪問し
た際、教職員に対して適宜指
導を行った。

計画通り進めることができた
ため。

来年度も引き続き実施してい
く。

若い世代がＤＶについ
て正しく理解し、加害者
にも被害者にもならな
いよう、市内の中学生・
高校生に対して学習機
会を提供する。

学

校

教

育

課

活動
指標

ＤＶに関する講座や啓発資料等の周知

70

中・高校生へ
の学習機会の
提供

今年度のデートＤＶ講座に関
しては時期が設定しにくく希
望しなかった。
学校では、ＤＶ等の学習はな
かった。

日程調整が難しかった。
人権・男女共同参画課協力
のもと、教諭・生徒に周知す
る。

産

業

高

校

学

務

課

●人権・男女共同参画課協
力のもと、ＤＶに関する講座や
啓発資料等について教諭や
生徒に周知する。
●人権・男女共同参画課が
実施するデートＤＶ予防啓発
講座の申込を検討する。

70

中・高校生へ
の学習機会の
提供

若い世代がＤＶについ
て正しく理解し、加害者
にも被害者にもならな
いよう、市内の中学生・
高校生に対して学習機
会を提供する。
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施策
番号

施策内容 事業概要
実施
課

令和4年度
取組内容

令和4年度
実績

令和4年度評価の理由
数値目標で評価がA・Bの場合

は「-」

令和4年度
今後の方向性

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1 1 1 2 2

実績 0 1 0

評価 － B D

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1 1 1 1 1

実績 1 1

評価 － B B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1 1 1 1 1

実績 1 1 1

評価 － B Ｂ

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － －

評価 － B B

活動
指標

ＤＶ相談窓口の周知

公共施設の男性用トイレに相
談窓口案内を掲示し、男性に
対してもDV相談窓口の周知
をする。

市民センターなどの男性用ト
イレに相談窓口案内を掲示し
た。また、岸和田市医師会に
協力いただき、市内の医療機
関に相談窓口案内の配架を
依頼し、情報発信に努めた。

男性対象にDV相談の案内が
できたため。

引き続き、相談窓口について
の情報発信を行っていく。

ＤＶ相談窓口の情報が
必要な人に届くよう、
ホームページ・チラシ等
で、周知する。
また、内閣府・大阪府
等が実施している相談
窓口に関する情報につ
いても情報発信を行
う。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

活動
指標

関連テーマ展示の開催

73
DV相談窓口
の周知

新刊図書の購入
「女性に対する暴力をなくす
運動」期間に合わせた関連
図書の展示

今後も継続して行う
図

書

館

●図書・ＤＶＤを充実させる。選書に
あたっては、ドーン財団(一般財団法
人大阪府男女共同参画推進財団)
の図書情報を参考にする。
●「女性に対する暴力をなくす運
動」期間（11/12－11/25）に合わ
せ、ＤＶ防止に関する関連する図書
を展示する。

関連テーマの特設展示（回）

72

図書・DVDの
充実と有効活
用

ＤＶに関する図書やＤＶ
Ｄを購入するとともに、
図書・ＤＶＤの概要を広
く周知し貸し出すこと
で、ＤＶに関する理解促
進を図る。

引き続き、「女性に対する暴
力をなくす運動期間」にパネ
ル展や関連する図書を展示す
る。

活動
指標

「女性に対する暴力をなくす
運動」期間（11/12－
11/25）に合わせ、関連する
図書を展示する。

関連図書の展示を行った。 -72

図書・DVDの
充実と有効活
用

ＤＶに関する図書やＤＶ
Ｄを購入するとともに、
図書・ＤＶＤの概要を広
く周知し貸し出すこと
で、ＤＶに関する理解促
進を図る。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

活動
指標

研修会の実施回数（回）

市民に対して、ＤＶに関する理
解促進、暴力の防止を目的と
した研修会を実施する。

実施せず
今年度は実施できていないた
め。

今後も継続して講座を企画・
開催する。

市民や事業所に対し
て、ＤＶに関する理解促
進と暴力の防止を目的
とした研修会や講演会
を開催する。

生

涯

学

習

課

71

市民や事業所
への学習機会
の提供
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施策
番号

施策内容 事業概要
実施
課

令和4年度
取組内容

令和4年度
実績

令和4年度評価の理由
数値目標で評価がA・Bの場合

は「-」

令和4年度
今後の方向性

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － －

評価 － B B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － －

評価 － B B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 ー － － － － －

実績 ー － －

評価 － D B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － －

評価 － B B

ＤＶ被害者の早期発見・支援のための連携

引き続き、関係機関と連携し、
ＤＶ被害者の早期発見やニー
ズ把握及びその解決に向け
た支援を行う。

活動
指標●引き続き、関係課、関係機関との

連携を強化し被害者の安全確保、

支援を行う。
●複数の課題を抱えるＤＶ被害者に
ついては、関係各課と連携して支援
に取り組む。
●ＤＶ被害に気づくため、窓口対応
に関する職員研修を実施する。（施

策番号69参照）

●関係課、関係機関との連携
を行い、被害者の安全確保、
支援に努めた。
●被害者の早期発見・被害
者支援のため職員対象に
「DVの理解とDV防止法に基
づく支援について」を開催。
60人。

関係課、関係機関と連携した
支援ができたため。

77

DV被害者の
早期発見・被
害者支援のた
めの庁内連携
及び関係機関
との連携

関係機関と連携し、ＤＶ
被害者の早期発見や
ニーズ把握及びその解
決に向けた支援を行
う。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

活動
指標

共通マニュアルの整備と周知

DV相談窓口が本庁舎から外
部に移ったことによる変更点
を含めたDV対応マニュアル
を作成する。

各課共通DV対応マニュアル
を庁内LANに掲示し、全職員
が確認できるようにした。

DV対応マニュアルは関係課
だけでなく、他の課も確認で
きるように庁内LANに掲示。
多くの職員が確認できるよう
にしたため。

関係各課からの意見をもと
に、必要な改定を重ね、周知
徹底する。

ＤＶ被害者の早期発見
や適切な対応を行うた
め、各課共通のマニュ
アルを整備する。また、
各課の業務に応じた対
応マニュアルの作成に
も努める。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

76
DV対応マニュ
アルの整備

活動
指標

ＤＶ被害者の安全確保と継続支援のための連
携

DV被害者支援一覧、DV関
連相談窓口一覧を更新し、各
課の支援体制について庁内
関係各課で共有した。

DV被害者支援一覧、DV関
連相談窓口一覧は関係課だ
けでなく、他の課も確認できる
ように庁内LANに掲示。多く
の職員が確認できるようにし
たため。

引き続き、関係各課と連携し
被害者支援を検討する。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

相談窓口担当者会議を開催
し、関係課の支援内容を共有
するとともにDV被害者支援
のための課題について検討を
続ける。

多様な相談体制の検討・確立

75

被害者の安全
確保と継続支
援のあり方の
検討

関係各課が連携して
被害者の安全確保を
行うとともに、個々の
ニーズに応じて、必要
な支援や情報提供を
行う。また、自立に向け
た継続支援のあり方に
ついて、関係課と検討
する。

引き続き、「女性の弁護士に
よる法律相談」の電話による
相談を実施する。

活動
指標

令和３年度に開始したDV被
害者優先の「女性の弁護士
による法律相談」の電話によ
る相談を継続。

法律相談は12件、うち電話に
よる相談は2件

件数は多くはないが、多様な
手法の提供という点で評価
できるため。

74
多様な相談体
制の確立

面談・電話による相談
に加えて、ＳＮＳやメー
ル等を使った手法を検
討する。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課
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施策
番号

施策内容 事業概要
実施
課

令和4年度
取組内容

令和4年度
実績

令和4年度評価の理由
数値目標で評価がA・Bの場合

は「-」

令和4年度
今後の方向性

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － － －

評価 － B B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 ー － － － － －

実績 ー － －

評価 ー B Ｂ

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － －

評価 － B B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － － －

評価 － B B

ＤＶと各虐待担当課での連携体制の整備

今後も関係各課との連携に
努める。

活動
指標

関係各課のそれぞれの役割
等を理解し、連携協力体制を
構築する。

案件毎に関係各課との連携
を行った。

取組内容を実施できたため。78

児童虐待・高
齢者虐待・障
害者虐待担当
課との連携の
仕組みづくり

ＤＶ被害者は複数の問
題を抱えていることが
多いため、児童、高齢
者、障害者の虐待担当
課が連携し、それぞれ
の機能を理解し、被害
者支援を行う仕組みを
つくる。

福

祉

政

策

課

活動
指標

ＤＶと各虐待担当課での連携体制の整備

相談内容に応じて、児童虐
待、高齢者虐待、障害者虐待
の担当課と連携しDV被害者
支援を行う。

関係課と連携、役割分担をし
てDV被害者支援を行った。

各種虐待担当課と連携し、被
害者支援を行ったため。

引き続き、各種虐待担当課と
連携し、DV被害者支援を行
う。

ＤＶ被害者は複数の問
題を抱えていることが
多いため、児童、高齢
者、障害者の虐待担当
課が連携し、それぞれ
の機能を理解し、被害
者支援を行う仕組みを
つくる。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

78

児童虐待・高
齢者虐待・障
害者虐待担当
課との連携の
仕組みづくり

活動
指標

ＤＶ被害者の早期発見・支援のための連携

大阪府救急センター、本市子
ども家庭課と連携し、被害者
の早期発見、解決に向けた支
援を行う。

早期発見、解決に向けた支援
の体制を維持した。

支援の体制を維持できた。
引き続き、関係機関との連携
をしながら、支援を行う。

関係機関と連携し、ＤＶ
被害者の早期発見や
ニーズ把握及びその解
決に向けた支援を行
う。

医

療

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

課

活動
指標

ＤＶ被害者の早期発見・支援のための連携

77

DV被害者の
早期発見・被
害者支援のた
めの庁内連携
及び関係機関
との連携

DVが疑われる事案全て相談
窓口の案内及び関係機関と
連携協力を実施。

-

引き続き、救急事案等におい
て、ＤＶ被害を受けている可能
性があればＤＶ相談窓口の案
内を行う。また、関係機関と情
報共有し、被害者に対する支
援が迅速に行われるよう取り
組む。

消

防

本

部

救急事案等において、ＤＶ被
害を受けている可能性があれ
ばＤＶ相談窓口の案内を行
う。また、関係機関と情報共有
し、被害者に対する支援が迅
速に行われるよう取り組む。

77

DV被害者の
早期発見・被
害者支援のた
めの庁内連携
及び関係機関
との連携

関係機関と連携し、ＤＶ
被害者の早期発見や
ニーズ把握及びその解
決に向けた支援を行
う。
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施策
番号

施策内容 事業概要
実施
課

令和4年度
取組内容

令和4年度
実績

令和4年度評価の理由
数値目標で評価がA・Bの場合

は「-」

令和4年度
今後の方向性

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － － －

評価 － B B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － － －

評価 － B B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － － ー

評価 － B B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － －

評価 － B B

活動
指標

ＤＶ被害者の個人情報の保護

現在、取組内容に該当する
DV被害者はいない。

取組内容については該当する
ものがなかったが、個人情報
の保護についての情報管理
の徹底は実施したため。

引き続き、個人情報の保護に
ついての情報管理を徹底す
る。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

住所異動をせず本市に居住
しているＤＶ被害者から居住
地データ非開示の申出があっ
た場合、マイナンバー情報連
携不開示処理と本市関係各
課への情報共有を行う。

ＤＶ被害者の個人情報の保護

79
DV被害者の
個人情報保護

ＤＶ被害者の個人情報
の保護のため、情報管
理を徹底する。

引き続き住民票、戸籍附票発行禁
止入力・マイナンバー情報連携不開
示入力・関係市町村への連絡・本
市関係各課への情報共有を支援措
置申出受理後迅速に遺漏なく行う。
また支援措置対象者の「住民票の
写し」「戸籍附票の写し」交付・閲覧
制限を徹底して行う。

活動
指標

ＤＶ等被害者への支援措置として

「住民票の写し」及び「戸籍附票の
写し」の交付・閲覧制限を実施し個
人情報の保護に努める。
住民票、戸籍附票発行禁止入力・
マイナンバー情報連携不開示入力・
関係市町村への連絡・本市関係各
課への情報共有を支援措置申出受
理後迅速に遺漏なく行う。

住民票、戸籍附票発行禁止入力・

マイナンバー情報連携不開示入力・
関係市町村への連絡・本市関係各
課への情報共有を支援措置申出受
理後迅速に遺漏なく行うことができ
た。また支援措置対象者の「住民票
の写し」「戸籍附票の写し」交付・閲
覧制限を徹底して行うことができ
た。

取組内容が実施できたため。79
DV被害者の
個人情報保護

ＤＶ被害者の個人情報
の保護のため、情報管
理を徹底する。

市

民

課

活動
指標

ＤＶと各虐待担当課での連携体制の整備

相談を受けた場合は、課題に
より必要な連携を図り支援す
る。

必要に応じ人権・男女共同参
画課と情報共有し、相談者や
児童に対して必要な支援を
行った。

ＤＶ支援と児童虐待の視点を
共有しながら、円滑な連携が
行えたため。

相談者やその家庭にどのよう
な支援が必要かを判断しな
がら適切な助言が行えるよ
う、機関間での連携を深める。

ＤＶ被害者は複数の問
題を抱えていることが
多いため、児童、高齢
者、障害者の虐待担当
課が連携し、それぞれ
の機能を理解し、被害
者支援を行う仕組みを
つくる。

子

ど

も

家

庭

課

活動
指標

ＤＶと各虐待担当課での連携体制の整備

78

児童虐待・高
齢者虐待・障
害者虐待担当
課との連携の
仕組みづくり

障害者に係るDV案件につい
ては、大阪府作成の「障がい
者虐待対応マニュアル」に基
づいて人権・男女共同参画課
への情報提供を行い、連携し
て支援を行った。

大阪府作成の「障がい者虐
待対応マニュアル」に基づい
て人権・男女共同参画課への
情報提供を行い、連携して支
援を行った。

障害者に係るDV案件につい
ては、大阪府作成の障がい者
虐待対応マニュアルに基づい
て関係課への情報提供を行
うとともに、関係課とともに必
要な支援を行う。

障

害

者

支

援

課

障害者に係るDV案件につい
ては、大阪府作成の障がい者
虐待対応マニュアルに基づい
て関係課への情報提供を行
うとともに、関係課とともに必
要な支援を行う。

78

児童虐待・高
齢者虐待・障
害者虐待担当
課との連携の
仕組みづくり

ＤＶ被害者は複数の問
題を抱えていることが
多いため、児童、高齢
者、障害者の虐待担当
課が連携し、それぞれ
の機能を理解し、被害
者支援を行う仕組みを
つくる。
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施策
番号

施策内容 事業概要
実施
課

令和4年度
取組内容

令和4年度
実績

令和4年度評価の理由
数値目標で評価がA・Bの場合

は「-」

令和4年度
今後の方向性

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － －

評価 － B B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － －

評価 － B B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 98 97 97 100 100

実績 85 98 97

評価 － B Ｂ

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 24 30 36 42 48

実績 19 27 12

評価 － A C

活動
指標

ＤＶ法律相談の利用者数（人）

相談内容や相談希望日に応
じて、当課の人権相談や広報
広聴課の法律相談を案内し
連携して対応した。

人権相談や広報広聴課の法
律相談と連携して対応してい
るが、DV法律相談の利用件
数が多くなかったため。

引き続き、利便性の向上に努
める。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

DV法の対象にならない人か
らの暴力に関する相談につい
ては、人権相談で対応するな
ど、DV相談と人権相談の連
携を図る。

弁護士による無料法律相談の実施回数（回）

82

弁護士相談及
び人権相談の
充実

ＤＶ被害者の自立に向
けた支援のため、制度
の周知方法や実施方
法について、課題を整
理し充実に向けた検討
を行う。

引き続き、DV被害者が抱える
問題のうち、法律的な解決を
要する問題に対し、弁護士の
無料法律相談を実施する。

活動
指標

DV被害者が抱える問題のう
ち、法律的な解決を要する問
題に対し、弁護士の無料法律
相談を実施する。

毎週木・金曜日（年末年始、
祝日等を除く。）に実施。
令和４年度実績：97回

予定通り相談業務を実施して
いる。

82

弁護士相談及
び人権相談の
充実

ＤＶ被害者の自立に向
けた支援のため、制度
の周知方法や実施方
法について、課題を整
理し充実に向けた検討
を行う。

広

報

広

聴

課

活動
指標

女性相談とＤＶ相談の連携

引き続き、女性相談からDV相
談、DV相談から女性相談と、
相互に利用案内を行う。

女性相談からDV相談、DV相
談から女性相談と、相互に利
用案内を行った。

女性相談とDV相談の相互連
携が図れ、相談者への支援を
強化できたため。

引き続き、女性相談とDV相談
の相互連携を図る。

女性相談とＤＶ相談を
効果的に連携させＤＶ
被害者の支援を行う。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

活動
指標

研修会への参加

81

女性相談及び
DV相談の充
実と連携

今年度から相談業務を担当
することになった職員2名につ
いて、相談員スキルアップ研
修だけでなく、DV関連の研修
に年間7回ずつ参加した。

研修での知識を役立てなが
ら、相談業務にあたれたため。

新任相談員を研修に派遣し、
相談スキルを向上させる。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

大阪府が開催する相談員ス
キルアップ研修に参加し、相
談スキルを向上させる。

80
相談担当者の
資質向上

ＤＶ被害者支援のた
め、相談対応スキルの
向上、利用できる社会
資源に関する情報収
集を行う。
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施策
番号

施策内容 事業概要
実施
課

令和4年度
取組内容

令和4年度
実績

令和4年度評価の理由
数値目標で評価がA・Bの場合

は「-」

令和4年度
今後の方向性

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1 1 1 1 1

実績 1 0

評価 － B D

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － 1 1 －

実績 － －

評価 － － －

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － － －

評価 － B B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － － －

評価 － B B

活動
指標

「保健体育」等の授業を通じた学習

各学校の実情に応じて「保健
体育」や「性と生の学習」の
学習カリキュラムに基づき、発
達段階に応じた学習機会を
提供するなどしている。

各学校で、「保健体育」等の
授業を通じて、性と生の学習
リーフレットや教材を活用する
などして、子どもたちの学習
理解に努めているため。

来年度以降も、各学校で「保
健体育」や「性と生の学習」
の学習カリキュラムに基づき、
教材を活用しながら発達段
階に応じた学習機会を提供
する。

人

権

教

育

課

学習指導要領に基づき、「保
健体育」等の授業を通じて各
学年において学習する。

「体育」「保健体育」の授業における指導の周
知

84

若年層への性
に関する教育・
学習機会の提
供

性と生殖に関する正し
い知識を身につけるた
め、各年齢層に応じた
学習会、講座を実施す
る。

来年度も引き続き実施してい
く。

活動
指標

「体育」「保健体育」の授業を
通じて、学習指導要領に沿っ
た上で、各学年に応じた性と
生殖に関する正しい知識を身
につけさせるよう各校に周知
する。

「体育」「保健体育」の授業
について、適宜指導主事が各
学校を訪問し助言を行った。

適切な授業が行われていた
ため。

84

若年層への性
に関する教育・
学習機会の提
供

性と生殖に関する正し
い知識を身につけるた
め、各年齢層に応じた
学習会、講座を実施す
る。

学

校

教

育

課

活動
指標

講座の開催数（回）

今年度は、実施年度ではない
ため、実施しない。

- -
性と生殖に関する講座を開催
する。

性と生殖に関する正し
い知識を身につけるた
め、各年齢層に応じた
学習会、講座を実施す
る。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

84

若年層への性
に関する教育・
学習機会の提
供

活動
指標

講座の開催数（回）

【施策番号71参照】
市民対象のＤＶ予防講座の案
内を民生委員・児童委員など
地域で市民に関わる人に対
して行う。

今年度の講座は夫婦の関係
性について考えるもので、直
接、民生委員、児童委員の業
務に関係する講座でなかった
ため案内しなかった。

講座の内容が、地域で人々に
関わっている人に直接関係す
るものではなかった

引き続き、DV予防講座を行う
際には、地域で市民に関わる
人へ広く周知していく。

自らがＤＶ被害者であ
ると認識していない人
に、周囲が気づき、相
談窓口につなげるた
め、地域で人々に関っ
ている方に、被害者の
早期発見のための研
修を実施する。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

83

DV被害者の
早期発見のた
めの地域リー
ダーの育成
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施策
番号

施策内容 事業概要
実施
課

令和4年度
取組内容

令和4年度
実績

令和4年度評価の理由
数値目標で評価がA・Bの場合

は「-」

令和4年度
今後の方向性

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1 1 1 1 1

実績 1 1 1

評価 － B B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － 1 1 －

実績 － －

評価 － － －

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 6 6 6 6 6

実績 6 6 6

評価 － B B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － － －

評価 － B B

活動
指標

「保健体育」等の授業を通じた学習

【施策番号84参照】
学習指導要領に基づき、「保
健体育」等の授業を通じて、
各学年の発達段階に応じた
学習指導を行う。

各学校で、「保健体育」等の
学習カリキュラムに基づき、発
達段階に応じた学習指導を
行っている。

各学校で「保健体育」等の学
習カリキュラムを計画通り進
めているため。

来年度以降も、学習指導要領
に基づき、「保健体育」等の
授業を通じて、各学年の発達
段階に応じた学習指導を行
う。

思春期から出産期、更
年期、高齢期等、ライフ
ステージに応じて性と
生殖に関する健康・権
利についての情報を発
信する。

人

権

教

育

課

活動
指標

開催回数（クール）※1クール＝3回

85

ライフステージ
に応じた性と
生殖に関する
情報提供

3回1クールで年間6クール開
催（うち日曜日開催3回実
施）

予定回数の教室開催を実施
できたため。

継続して開催し、学習機会を
確保する。

健

康

推

進

課

【施策番号5参照】
パパママ教室等を通じて家族
計画を含めた性と生殖に関す
る情報を提供する。
パパママ教室：３回１クール
年間６クール開催予定

講座の開催数（回）

85

ライフステージ
に応じた性と
生殖に関する
情報提供

思春期から出産期、更
年期、高齢期等、ライフ
ステージに応じて性と
生殖に関する健康・権
利についての情報を発
信する。

性と生殖に関する講座を開催
する。

活動
指標

【施策番号84】
今年度は、実施年度ではない
ため、実施しない。

- -85

ライフステージ
に応じた性と
生殖に関する
情報提供

思春期から出産期、更
年期、高齢期等、ライフ
ステージに応じて性と
生殖に関する健康・権
利についての情報を発
信する。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

活動
指標

家庭教育学級での講座実施回数（回）

乳幼児・小学生・中高生をも
つ保護者を対象とした家庭教
育学級の学習内容に、性と生
殖に関するテーマを含める。

たんぽぽ家庭教育学級公開
講座「親子で聞こう性のおは
なし」を開催。（大人4人、子
ども７人。）

-
今後も継続して講座を企画・
開催する。

性と生殖に関する正し
い知識を身につけるた
め、各年齢層に応じた
学習会、講座を実施す
る。

生

涯

学

習

課

84

若年層への性
に関する教育・
学習機会の提
供
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施策
番号

施策内容 事業概要
実施
課

令和4年度
取組内容

令和4年度
実績

令和4年度評価の理由
数値目標で評価がA・Bの場合

は「-」

令和4年度
今後の方向性

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1 1 1 1 1

実績 0 1 4

評価 － B A

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － ①35
②40
③- ①35
②40
③－ ①35
②40
③－ ①35
②40
③－ ①35
②40
③－

実績 ①17.9
②20.1 ①18.3
②18.3
③- ①18
②19
③-

評価 － ①②C
③B ①②C
③B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 2 2 2 2 2

実績 2 0 2

評価 － D Ｂ

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 2 2 2 2 2

実績 2 2 8

評価 － B A

講座の実施回数（回）

今後も継続して講座を企画・
開催する。

活動
指標

体を動かす運動系講座や栄
養に関する講座を開催する。

(市立公民館）

・子ども「マット運動楽しみになる」18人、「幼児期

から始める心と体を育む食育のお話」6人

・大人「チェアタップダンス」14人、「意外と知らない

調味料～さしすせそ、さとせのおはなし～」12人×２

回、「シニアバイリンガルヨガ」12人

（大宮地区公民館）

・子ども「親子でＷＡＯ」10組、「キッズバイリンガル

ヨガ」15人

ひだまり家庭教育学級公開講座「食品添加物そ

れって大丈夫なの？」14人

-86

ライフステージ
に応じた健康
支援

思春期から妊娠・出産
期、高齢期等、ライフス
テージに応じて適切な
健康管理ができるよう
支援する。

生

涯

学

習

課

活動
指標

講座の実施回数（回）

出前講座に登録している健康
に関するテーマについて、市
民からの希望を待つだけでな
く、積極的に市内の施設に出
向き、講座を実施する。

公民館で健康講座を開催し、
院内でも手術支援ロボットの
講座を開催した。地域の情報
紙には健康についての記事を
掲載した。

コロナ禍でも感染対策をして
健康講座を開催できた。同時
に地域の情報紙にも掲載で
きた。

コロナ禍でも感染対策をして
積極的に地域に出向き、健康
講座や出前講座を開催する。
また広報や地域の情報紙に
健康に関する記事を掲載して
いく。

思春期から妊娠・出産
期、高齢期等、ライフス
テージに応じて適切な
健康管理ができるよう
支援する。

医

療

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

課

活動
指標

①子宮がん検診受診率（％）
②乳がん検診受診率（％）
③妊婦・産婦健康診査の実施

86

ライフステージ
に応じた健康
支援

●妊婦健康診査は１人につき14回分（116,840

円）、多胎の場合は19回分（142,040円）の受診

券を交付して費用助成を実施。産婦健康診査は2

回分（10,000円）の受診券を交付して費用助成を

実施。

●令和４年３月31日時点、20歳の女性には子宮が

ん検診無料クーポン券、40歳の女性には乳がん検

診無料クーポン券を５月に送付し、11月時点で未

受診の人には再勧奨を実施し、受診を勧奨。さらに、

22歳～38歳の偶数年齢の女性には子宮がん検

診、42歳・44歳、50歳～68歳の偶数年齢の女性

には乳がん検診の個別通知による受診勧奨と再勧

奨を実施

●多胎妊婦への健康診査費
用助成の拡充、及び産婦健
康診査を新たに実施できたた
め
●受診勧奨、再勧奨は予定ど
おり実施できたが、目標の受
診率には到達できないため。

●妊婦・産婦健康診査を継
続して実施
●引き続き、受診率の向上に
向けた取り組みを行う。

健

康

推

進

課

●妊婦・産婦健康診査の実
施。
●乳がん・子宮がん検診の実
施。

情報発信回数（回）

86

ライフステージ
に応じた健康
支援

思春期から妊娠・出産
期、高齢期等、ライフス
テージに応じて適切な
健康管理ができるよう
支援する。

今後も継続して講座を企画・
開催する。

活動
指標

各年代に応じた情報発信の
機会を検討し発信する。

・たんぽぽ家庭教育学級公開講
座「親子で聞こう性のおはなし」
（大人4人、子ども7人）。
・学び舎ゼミ「テレビの世界だけ
と思わないで！身近にある「性」
トラブル」11人。
・家庭教育学級合同学習会「今
から備える更年期」30人。

-85

ライフステージ
に応じた性と
生殖に関する
情報提供

思春期から出産期、更
年期、高齢期等、ライフ
ステージに応じて性と
生殖に関する健康・権
利についての情報を発
信する。

生

涯

学

習

課
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施策
番号

施策内容 事業概要
実施
課

令和4年度
取組内容

令和4年度
実績

令和4年度評価の理由
数値目標で評価がA・Bの場合

は「-」

令和4年度
今後の方向性

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － － －

評価 － A B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － － －

評価 － B Ｂ

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － －

評価 － B B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 24 24 24 24 24

実績 20 20 22

評価 － C C

活動
指標

該当会議の実施回数（回）

健康推進課との合同会議及
び在宅児・特定妊婦会議を
予定通り実施。

- 取組を継続する。

子

ど

も

家

庭

課

特定妊婦について、原則１回/月、健
康推進課と情報共有を行い、必要

な事案について共同でリスクアセス
メントを実施し、支援方針を立てて
支援を行う。その後も定期的に複数
の機関でモニタリング実施する。
【 実施予定会議 】・健康推進課と
の合同会議　・在宅児・特定妊婦会

議

特定妊婦への支援

88
特定妊婦への
支援

特定妊婦の状況を共
有し、個々のニーズの
把握及び問題解決に
向けた支援を行う。

支援を実施継続。

活動
指標

関係機関と連携して保健師
等の専門職が特定妊婦への
支援を行う。

産後の養育に支援を要する
特定妊婦に対して電話、面
接、訪問などを通じて保健師
や助産師等の専門職が支援
を実施した。

医療機関等関係機関と連携
し、支援を実施した。

88
特定妊婦への
支援

特定妊婦の状況を共
有し、個々のニーズの
把握及び問題解決に
向けた支援を行う。

健

康

推

進

課

活動
指標

医療相談窓口の充実

患者支援センター医療相談
窓口では基本的に看護師が
相談にあたっているが、必要
に応じて他の専門職も対応す
るなど相談窓口の充実を図
る。

相談窓口の充実を図った。 相談窓口の充実が図れた。
引き続き、相談窓口の充実を
図っていく。

健康に関する市民の
ニーズや様々な情報を
収集し担当者間で共
有することにより、市民
の健康不安を解消する
ための相談体制の充
実に努める。

医

療

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

課

活動
指標

相談体制の充実

87
健康相談の充
実

専門職による健康相談を電
話や面接にて実施した。オン
ライン面接（予約制）も実施し
た。
相談実績：２名

面接相談にオンラインも導入
して、利用者の利便性を図れ
たため

取り組み継続

健

康

推

進

課

専門職（保健師・理学療法士・保育
士・栄養士・歯科衛生士・助産師・
発達相談員)による健康相談等を
電話(随時）や面接（予約制）にて
実施する。
面接では直接的な対面だけでなく、
「Zoom」を活用した、オンラインで
の育児相談（保健師・助産師・管理
栄養士・歯科衛生士・発達相談員
による）を実施する。

87
健康相談の充
実

健康に関する市民の
ニーズや様々な情報を
収集し担当者間で共
有することにより、市民
の健康不安を解消する
ための相談体制の充
実に努める。
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施策
番号

施策内容 事業概要
実施
課

令和4年度
取組内容

令和4年度
実績

令和4年度評価の理由
数値目標で評価がA・Bの場合

は「-」

令和4年度
今後の方向性

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － －

評価 － B B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － － －

評価 － B B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 60 60 60 60 60

実績 46 60 60

評価 － B Ｂ

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － －

評価 － B B

活動
指標

性の多様性に関する情報発信

性の多様性について理解を
深める講座を開催する。

「弁護士夫夫のカラフル
DAYS」講座を開催、25人。
大阪府との共催で「それぞれ
の性について考えよう～”ふつ
う”ってなに？～」を開催、6人
参加。

多くの方が講座に参加し、
LGBTQとひとくくりに考える
のではなく、性は多様である
こと、少数派が特別ではない
ということの情報発信ができ
たため。

引き続き、性の多様性に関す
る講座を開催していく。

性の多様性に関する正
しい理解と認識を深
め、性的少数者の人た
ちが安心して生活し、
活躍できる社会が実
現できるよう様々な情
報を提供

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

活動
指標

地域医療機関への訪問件数（件）

90

多様な性につ
いての理解を
深めるための
学習機会の提
供・情報提供

医師および職員が地域の医
療機関を訪問した。

-
引き続き、地域の医療機関と
連携しつつ、情報交換や情報
共有を行っていく。

医

療

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

課

地域の医療機関との連携を
図るとともに、医師や職員が
地域の医療機関を訪問
（WEBも含む）し、情報交換
や情報共有を行う。

受診しやすい体制の構築

89
医療関係者と
の連携

市民の健康不安の解
消や生涯にわたる健康
管理のため、地域の医
療関係者と連携を図
る。

引き続き、受診しやすい体制
の構築に努め、がん検診の受
診率向上をめざす。

活動
指標

各がん検診や市民歯科健康
診査等の実施について、保健
センター等での集団検診に加
え、各実施医療機関での個別
検診を実施し、市民が受診し
やすい体制を構築する。

●各がん検診

保健センターでの集団がん検診を年間35回（男性

7回、女性28回）、岸和田市国保加入者の集団特

定健診（がん検診同時実施）を年間28回（男性11

回、女性17回）、協会けんぽ集団特定健診（がん検

診同時実施）を年間３回実施。また、市民センター３

か所で巡回がん検診を年間４回実施の他、医療機

関での個別検診を実施。（乳がん・子宮がん検診は

通年、大腸がん・肺がん検診は５月～３月）

●市民歯科健康診査

保健センターでの集団健診を年間14回（男性４

回、女性10回）がん検診と同時実施

医療機関での個別健診を実施（通年）

予定どおり実施できたため89
医療関係者と
の連携

市民の健康不安の解
消や生涯にわたる健康
管理のため、地域の医
療関係者と連携を図
る。

健

康

推

進

課

活動
指標

医療関係者との連携

女性のための電話相談、面接
相談及びＤＶ相談の相談者で
医療的処置が必要な場合は、
心身の健康保持のために医
療機関につなげる。

相談を聞くうえで、健康状態
に不安があった人について
は、医療機関を受診している
のか確認を行い、未受診の場
合は受診を勧めた。

医療機関の受診につながっ
たため。

引き続き、医療的処置が必要
であると思われる人につい
て、医療機関の受診へつなげ
ていく。

市民の健康不安の解
消や生涯にわたる健康
管理のため、地域の医
療関係者と連携を図
る。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

89
医療関係者と
の連携
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施策
番号

施策内容 事業概要
実施
課

令和4年度
取組内容

令和4年度
実績

令和4年度評価の理由
数値目標で評価がA・Bの場合

は「-」

令和4年度
今後の方向性

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1 1 1 1 1

実績 1 1

評価 － B B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － 1 1 1 1

実績 － 2

評価 － － A

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － － －

評価 － B B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 90 90 90 90 90

実績 90 90 87

評価 － B C

「みんなでこそだて」の配布箇所数

「みんなでこそだて」を作成・
配布し、子育てに関する情報
提供を行う。また、ホームペー
ジやチラシなどの複数の媒体
で保育コンシェルジュによる
相談事業の周知に努める。

活動
指標

「みんなでこそだて」を作成・
配布し、子育てに関する情報
提供を行う。また、ホームペー
ジやチラシなどの複数の媒体
で保育コンシェルジュによる
相談事業の周知に努める。

「みんなでこそだて」を作成し、保育所、

認定こども園等をはじめ、関係各課、市

民センターなどの施設に配布し、子育て

に関する情報提供を行った。「みんなで

こそだて」に、保育コンシェルジュによる

相談事業について掲載した。

また、人権・男女共同参画課の「つなが

りサポート」チラシを保護者に配布し、相

談窓口の情報提供をした。

取組内容を実施できたため。93

育児に関する
相談窓口の充
実

保護者の育児不安の
解消のため、個別の状
況に応じた子育てに関
する様々な情報提供を
行うとともに、相談窓口
の周知に努める。

子

育

て

施

設

課

活動
指標

相談窓口の情報提供

妊娠届け出時に子育てに関
する相談窓口の情報提供を
行う。

妊娠届出時に母子保健サー
ビス、子育て支援サービス等
の情報提供を行い、相談窓口
の周知を実施した。

保護者の不安に応じてサービ
ス等の情報を周知した。

継続して実施。

保護者の育児不安の
解消のため、個別の状
況に応じた子育てに関
する様々な情報提供を
行うとともに、相談窓口
の周知に努める。

健

康

推

進

課

93

育児に関する
相談窓口の充
実

活動
指標

講座開催回数（回）

「伸びる子どもの育て方」
（19人）、「子どもの毎日をカ
ラフルに」（10人）。

-
【施策番号33】
他の幼稚園・保育所への出
前講座を拡大する。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

【施策番号35】
親が無意識にもっているジェ
ンダーバイアスに気づき、子ど
もの性別に関わらず、個性を
育み、伸ばす方法について考
える講座を開催する。

講座開催回数（回）

92

子どもの個性
を伸ばす子育
ての意識づくり

子どもたちが性別によ
る固定的な役割分担
意識にとらわれず、そ
の能力や個性を尊重し
た生き方を選択するこ
とを支援できるよう、保
護者や地域で子どもに
関わる人たちに対して
研修会や講演会を開
催する。

引き続き、子育てに関する講
座を開催していく。

活動
指標【施策番号5】

●男性対象の家事・育児・介護に関す

る講座を開催する。

●広報、ホームページで育休制度変更

点について周知する。

●男女共同参画センターニュース「クレ

アシオン」で、男性の育児休業に関する

記事を毎号掲載して、男性の育休取得

について考える機会を提供する。

●「パパと一緒にクッキング」
講座を開催（大人16人、子ど
も20人）
●男女共同参画センター
ニュース「クレアシオン」で毎
号、男性の育児休業に関する
記事を掲載した。

-91

子育ての役割
分担について
の支援

男女がともに子育てに
取り組めるよう、子育て
における性別による固
定的な役割分担意識
を払拭するための講座
等を開催する。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

44 / 54 ページ



第４期きしわだ男女共同参画推進プラン　令和４年度実績報告

施策
番号

施策内容 事業概要
実施
課

令和4年度
取組内容

令和4年度
実績

令和4年度評価の理由
数値目標で評価がA・Bの場合

は「-」

令和4年度
今後の方向性

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1575 1575 1575 1575 1575

実績 1575 1645 1422

評価 － A C

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1 1 1 1 1

実績 1 1

評価 － B B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1 1 1 1 1

実績 1 1 1

評価 － B B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － －

評価 － B B

活動
指標

子育て関係団体の活動を支援

男女共同参画センターの情
報コーナーで子育て支援関
係のパンフレットやチラシを配
架し活動内容の周知及び参
加促進を図る。

大宮地区市民協議会が実施
する親子ひろば「カンガルー」
のチラシや、岸和田市社会福
祉協議会が作成した「リビン
グ・子どもの居場所ガイドブッ
ク」等を男女共同参画セン
ターの情報コーナーに配架し
利用者に周知した。

チラシ等の配架を行い、利用
者に周知できたため。

引き続き、子育て支援関係の
パンフレットやチラシを配架し
活動内容の周知及び参加促
進を図る。

育児不安の解消や孤
立の防止など、保護者
の居場所づくりを担う
子育て関係団体の活
動を支援するとともに、
活動内容について広く
周知する。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

活動
指標

実務者対象研修会実施回数（回）

96

地域における
子育て関係団
体への支援

「マルトリートメント（ﾏﾙﾄﾘ）が
脳に与える影響」をテーマに
福井大学、子どものこころの
発達研究センター　教授友田
明美氏の講演をＷｅｂ研修で
Ｒ5.3.7～3.26に行った。

- 取組を継続する。

子

ど

も

家

庭

課

児童虐待防止のため、岸和田
市子育て支援地域協議会児
童虐待防止ネットワーク部会
実務者会議にて実務者対象
の研修を年に1回行い、児童
虐待や支援に関する知識を
深めていく。

講座の開催・情報提供の回数（回）

95

児童虐待の防
止のための学
習機会の提供

保護者や地域住民を
対象に、子どもとの接
し方、地域での児童虐
待早期発見等、児童虐
待防止への意識向上
のための講座等を開
催する。

引き続き、講座や情報提供を
行っていく。

活動
指標

【施策番号71参照】
市民を対象に、DV防止のた
め、より良い夫婦関係を考え
る講座を開催する際に、児童
虐待についても触れる。

「子どもを性暴力から守る」
講座を開催（10人）

-95

児童虐待の防
止のための学
習機会の提供

保護者や地域住民を
対象に、子どもとの接
し方、地域での児童虐
待早期発見等、児童虐
待防止への意識向上
のための講座等を開
催する。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

活動
指標

一時預かり事業及び緊急一時預かり事業の年
間利用のべ人数（人）

一時預かり事業は、桜台保育
所において実施したが、緊急
一時預かり事業は保育士不
足により、全園において実施
できなかった。

緊急一時預かり事業は保育
士不足により、全園において
実施できなかったため。

保育士確保に努め、一時預
かり事業及び緊急一時預か
り事業を実施する。

子

育

て

施

設

課

公立保育所において一時預
かり事業及び緊急一時預か
り事業を実施する。

94

多様なライフス
タイルに対応し
た子育てサー
ビスの提供

働き方をはじめ、多様
なライフスタイルに対応
するため、ニーズに応じ
た様々な子育てサービ
スを提供する。
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施策
番号

施策内容 事業概要
実施
課

令和4年度
取組内容

令和4年度
実績

令和4年度評価の理由
数値目標で評価がA・Bの場合

は「-」

令和4年度
今後の方向性

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 45 45 45 45 45

実績 45 45 43

評価 － B B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － －

評価 － D B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － － －

評価 － － －

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － － －

評価 － B －

活動
指標

子育て世代が利用しやすい公共施設の整備

工事設計時に、子育て世代の
利便性を考慮し、子育て世代
が利用しやすい公共施設の
整備をする。

なし
今年度において、該当する工
事発注案件が無かったため。

引き続き同様の取り組みを行
う。

キッズコーナー、トイレ
へのチャイルドシート設
置等、子育て世代が利
用しやすい公共施設の
整備を行う。

公

共

建

築

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

課

活動
指標

子育て世代に配慮した新庁舎の設計

99

子育て世代の
利便性を考慮
した公共施設
の整備

今年度は基本計画の改定を
行った。引き続き、利便性を考
慮した庁舎整備に向けた検
討を進める。

改定後の基本計画において
も、新庁舎に求める機能とし
て、庁内全体でユニバーサル
デザインに十分配慮した計画
の考えを踏襲している。

子育て世代に必要な設備の
整備や、子育て関連課を近く
に配置するなど子育て世代の
動線を意識した庁舎整備を
行う。

庁

舎

建

設

準

備

課

バリアフリー・キッズスペース・
多目的トイレ・授乳室等、子育
て世代に必要な設備の整備
や、関連性を考慮した利用し
やすい課の配置とするなど、
子育て世代に配慮した新庁
舎の設計を行う。

98

子育て世代の
利便性を考慮
した庁舎の整
備

子育て世代に必要な
設備の整備や、子育て
関連課を近くに配置す
るなど子育て世代の動
線を意識した庁舎整備
を行う。

活動
指標

団体の活動支援

男女共同参画センター・大宮
地区公民館合同まつりにおい
て、子育てに関する活動をし
ている男女共同参画センター
登録グループが子どもが参
加できる催しを実施した。

合同まつりではたくさんの集
客があり、日頃あまりセンター
を利用していない近隣の親子
にセンターを知っていただくこ
とができたため。

引き続き、子育て支援を行っ
ている団体と地域の方々をつ
なげるよう努める。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

男性が育児に関わる講座を
開催する。

配架数（情報用発信棚など）

97

子育て関係団
体との協働に
よる事業の実
施

子育て支援を行ってい
る団体の経験を活かし
た講座等を共催する。

次年度以降も継続して実施。

活動
指標子育て支援団体の活動の周

知に取り組む。保育室やロ
ビーにパンフレットやチラシを
配架し、キッズルームやあか
ちゃんサロンに参加した保護
者に見ていただけるようにす
る。

キッズルームやあかちゃんサ
ロンに参加した保護者や保育
室の利用者の目に留まるよう
に、保育室やロビーにパンフ
レットやチラシを配架した。

-96

地域における
子育て関係団
体への支援

育児不安の解消や孤
立の防止など、保護者
の居場所づくりを担う
子育て関係団体の活
動を支援するとともに、
活動内容について広く
周知する。

生

涯

学

習

課
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施策
番号

施策内容 事業概要
実施
課

令和4年度
取組内容

令和4年度
実績

令和4年度評価の理由
数値目標で評価がA・Bの場合

は「-」

令和4年度
今後の方向性

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1 1 － － 1

実績 0 3

評価 － D A

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － －

評価 － C －

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 25 25 25 25 25

実績 － 30 40

評価 － A A

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 2 2 2 2 2

実績 2 2 2

評価 － B B

周知メディア数

引き続き、周知に努める。

活動
指標

●模擬面接会を開催して就
労支援を行う。
●ホームページなどで周知に
努める。

11/25に模擬面接会を開催
し就労支援を行った。ホーム
ページ等で周知した。

模擬面接会を開催でき、周知
できた。

101

障害のある女
性への就労支
援

障害がある女性への
就労支援を行う。また、
雇用や労働に関する相
談窓口の周知に努め
る。

産

業

政

策

課

活動
指標

関係機関への案内件数（件）

相談や窓口対応の際に、必要
に応じてハローワークや泉州
中障害者就業・生活支援セン
ターへの案内を行う。

相談や窓口対応の際に、必要
に応じてハローワークや泉州
中障害者就業・生活支援セン
ターへの案内を行った。

-

相談や窓口対応の際に、必要
に応じてハローワークや泉州
中障害者就業・生活支援セン
ターへの案内を行う。

障害がある女性への
就労支援を行う。また、
雇用や労働に関する相
談窓口の周知に努め
る。

障

害

者

支

援

課

活動
指標

就労のための支援

101

障害のある女
性への就労支
援

障害のある女性から、就労に
関する相談がなかった。
泉州中障害者就業・生活支
援センター利用者の職業体
験を実施したが、女性の希望
者はなかった。

相談がなかったため。

今後、障害のある女性から、
就労に関する相談があれば、
ハローワーク等関係機関につ
なぐ。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

障害のある女性から就労に
関する相談があれば、必要な
支援につなぐ。

講座開催数（回）

101

障害のある女
性への就労支
援

障害がある女性への
就労支援を行う。また、
雇用や労働に関する相
談窓口の周知に努め
る。

引き続き、性別に関わらず、介
護に関する講座を実施する。

活動
指標

男性を対象とした介護に関す
る講座を開催する。

「“ケアメン”提唱者から学ぶ
『男性が家族の介護を担うと
き』」（10人）「“男性のため
の介護入門講座”　～介護の
基本を学ぼう～」（16人）

-100

介護の役割分
担についての
支援

介護する必要が生じた
際に、性別にかかわら
ず介護に取り組めるよ
う学習機会を提供す
る。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課
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施策
番号

施策内容 事業概要
実施
課

令和4年度
取組内容

令和4年度
実績

令和4年度評価の理由
数値目標で評価がA・Bの場合

は「-」

令和4年度
今後の方向性

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1 1 1 1 1

実績 1 1

評価 － B B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － －

評価 － B B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1 1 1 1 1

実績 1 1 1

評価 － B B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 61 61 61 61 61

実績 61 61 61

評価 － B B

活動
指標

セクハラ相談窓口担当者会への参加者数
（人）

セクハラ相談窓口担当者会
を実施するとともに、大阪府
教育委員会が作成した「教職
員等による児童生徒等に対
するセクシュアル・ハラスメント
等の防止に向けた取組み」な
どの資料を各学校園に周知
した。

各学校園の担当者に周知を
図ることができたため。

来年度以降も、セクハラ相談
窓口担当者会を実施し、各学
校園にハラスメントに関わる
資料を提供する。

人

権

教

育

課

セクハラ相談窓口担当者会
を実施する。

講座実施回数（回）

103

スクール・セク
シュアル・ハラ
スメント相談窓
口の充実

各学校の相談窓口担
当者を対象に、会議及
び研修会を開催し、セ
クハラ被害の状況や傾
向、防止対策等の情報
を共有することで、相
談体制の充実に努め
る。

事業所向けに障害者虐待防
止に係る講座を実施する。ま
た、市民向けにポスターなど
で啓発を行う。

活動
指標

事業所に対して障害者虐待
防止に係る講座を実施する。
また、市民向けにポスターな
どで啓発を行う。

事業所に対して障害者虐待
防止に係る講座を令和５年３
月８日に実施した（参加者98
人）。また、市民向けにポス
ターなどで啓発を行った。

-102

高齢者・障害
者虐待の防止
のための学習
機会の提供

障害福祉や介護の事
業所、家族に対して、虐
待防止のための講座
等を開催する。

障

害

者

支

援

課

活動
指標

啓発の実施

事業所に対して高齢者虐待
防止のための啓発を行う。

地域包括支援センターが主
催の新人ケアマネ研修におい
て啓発を行った。

取組内容を実施できたから。 引き続き啓発に努める。

障害福祉や介護の事
業所、家族に対して、虐
待防止のための講座
等を開催する。

福

祉

政

策

課

活動
指標

講座の開催・情報提供の回数（回）

102

高齢者・障害
者虐待の防止
のための学習
機会の提供

DV予防を目的とした講座実
施に合わせ、高齢者虐待、障
害者虐待についても考える機
会を提供した。

-
引き続き、DV予防講座を実
施する際には、高齢者・障害
者虐待についてもふれる。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

【施策番号71参照】
市民を対象に、DV防止のた
め、より良い夫婦関係を考え
る講座を開催する際に、高齢
者虐待・障害者虐待について
も触れる。

102

高齢者・障害
者虐待の防止
のための学習
機会の提供

障害福祉や介護の事
業所、家族に対して、虐
待防止のための講座
等を開催する。
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施策
番号

施策内容 事業概要
実施
課

令和4年度
取組内容

令和4年度
実績

令和4年度評価の理由
数値目標で評価がA・Bの場合

は「-」

令和4年度
今後の方向性

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － － －

評価 － B B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － － －

評価 － B B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － －

評価 － B B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 2 2 2 2 2

実績 2 2 2

評価 － B B

活動
指標

研修の実施回数（回）

職員に対してハラスメント防
止のための啓発を行う。
新任課長研修、新任担当長
研修の機会を通じて、ハラス
メント研修を実施する。

新任課長研修、新任担当長
研修の機会を通じて、ハラス
メント研修を実施できた。

- 継続

市民・事業者・市職員・
教職員に対して様々な
手段を通じてハラスメ
ント防止のための啓発
を行う。

人

事

課

活動
指標

相談窓口の周知

105

市民・事業者・
市職員・教職
員対象のハラ
スメント防止へ
の意識啓発

「つながりサポート」での相談
に、ハラスメント案件があった
ため、相談窓口について案内
した。

ハラスメントの相談窓口につ
なぐことができたため。

引き続き、周知に努める。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

各種相談対応のなかで、必要
に応じて、ハラスメント相談窓
口を案内する。

各種ハラスメント窓口の案内

104
ハラスメント相
談窓口の周知

市民・職員・事業所に
各種ハラスメントに関
する相談窓口について
周知する。

相談内容に応じて各種ハラス
メント窓口を案内する。

活動
指標

相談内容に応じて各種ハラス
メント窓口を案内する。

各種相談対応のなかで、必要
に応じてハラスメント相談窓
口を案内した。

-104
ハラスメント相
談窓口の周知

市民・職員・事業所に
各種ハラスメントに関
する相談窓口について
周知する。

産

業

政

策

課

活動
指標

相談窓口の周知

庁内LANの庁内掲示板等を
活用し、市職員に対して各種
ハラスメントに関する相談窓
口について周知する。

年度当初全部署に向けてパ
ワハラ・セクハラの相談窓口
についての案内を送信した。

- 今後も継続して実施

市民・職員・事業所に
各種ハラスメントに関
する相談窓口について
周知する。

人

事

課
104

ハラスメント相
談窓口の周知
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施策
番号

施策内容 事業概要
実施
課

令和4年度
取組内容

令和4年度
実績

令和4年度評価の理由
数値目標で評価がA・Bの場合

は「-」

令和4年度
今後の方向性

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1 1 1 1 1

実績 1 1

評価 － B B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1 1 1 1 1

実績 0 1 0

評価 － B C

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 61 61 61 61 61

実績 61 61 61

評価 － B B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － －

評価 － A B

利用しやすい相談体制の構築

引き続き、「つながりサポート
事業」を実施する。

活動
指標

●引き続き、「つながりサポー
ト事業」を実施。
●相談内容に応じた相談窓
口の情報提供を行うため、庁
内関係課及び「いきいきネッ
ト相談支援センター」はじめ
各種相談機関との連携を強
化する。

「つながりサポート事業」を実
施した。
相談（電話、面接、メール、訪
問）件数113件、フラットス
ペース利用（居場所提供）
25件、生理用品の提供101
パック

行政では対応が難しい、多様
な相談に対応する「つながり
サポート事業」を実施したた
め。

106

多様なニーズ
に対応するた
めの相談体制
づくり

相談者の多様なニー
ズに対応するため、安
心して相談できる体制
を確保するとともに、相
談員の知識やスキルの
向上を図り、相談事業
の質を高める。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

活動
指標

セクハラ相談窓口担当者会への参加者数
（人）

【施策番号103】
セクハラ相談窓口担当者会
を実施する。

セクハラ相談窓口担当者会
を実施するとともに、大阪府
教育委員会が作成した「教職
員等による児童生徒等に対
するセクシュアル・ハラスメント
等の防止に向けた取組み」な
どの資料を各学校園に周知
した。

各学校園の担当者に周知を
図ることができたため。

来年度以降も、セクハラ相談
窓口担当者会を実施し、各学
校園にハラスメントに関わる
資料を提供する。

市民・事業者・市職員・
教職員に対して様々な
手段を通じてハラスメ
ント防止のための啓発
を行う。

人

権

教

育

課

活動
指標

当該テーマの講座開催回数

105

市民・事業者・
市職員・教職
員対象のハラ
スメント防止へ
の意識啓発

講座内容案の候補には今年
度は上がらなかった。(令和３
年度にはテーマの１つになっ
ていた。)

講座を実施しなかったため。
引き続き、講座内容案の候補
として検討していく。

産

業

政

策

課

「雇用労働講座」や「知って
得する労働問題講座」の講座
内容案の候補として検討す
る。

講座の開催・情報提供の回数（回）

105

市民・事業者・
市職員・教職
員対象のハラ
スメント防止へ
の意識啓発

市民・事業者・市職員・
教職員に対して様々な
手段を通じてハラスメ
ント防止のための啓発
を行う。

引き続き、啓発を行う。

活動
指標

【施策番号71参照】
市民を対象に、DV防止のた
め、より良い夫婦関係を考え
る講座を開催する際に、各種
ハラスメントについても触れ
る。

DV予防講座を実施する際
に、各種ハラスメントについて
触れた。

-105

市民・事業者・
市職員・教職
員対象のハラ
スメント防止へ
の意識啓発

市民・事業者・市職員・
教職員に対して様々な
手段を通じてハラスメ
ント防止のための啓発
を行う。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課
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施策
番号

施策内容 事業概要
実施
課

令和4年度
取組内容

令和4年度
実績

令和4年度評価の理由
数値目標で評価がA・Bの場合

は「-」

令和4年度
今後の方向性

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － －

評価 － B B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － － －

評価 － B B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 2 2 2 2 2

実績 2 3

評価 － B A

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 100 100

評価 － B B

活動
指標

出前講座（講義内容が適するもの）におけるガ
イドラインについての言及（％）

出前講座17回開催のうち、
避難所に関して触れる機会の
あった2回においてガイドライ
ンについて言及した。

新型コロナウイルス感染拡大
の影響により年間開催回数
が少ないが、具体的取組みを
行えている。

開催回数が正常化しても実
績を維持できるよう注力する。

危

機

管

理

課

防災福祉コミュニティやその他、地
域活動団体から要請のある出前講

座において、「災害対応力を強化す
る女性の視点～男女共同参画の視
点からの防災・復興ガイドライン～
（令和２年５月　内閣府男女共同参
画局）」について言及し、ガイドライ

ンへの関心を促す。

出前講座の実施回数・情報提供回数（回）

108

自主防災組織
への女性の参
画促進

男女のニーズの違いを
ふまえた災害対応がで
きるよう、地域の自主
防災組織への女性の
参画を促進する。

引き続き、講座を開催する。

活動
指標

男女のニーズに沿った避難所
運営のための講座を開催す
る。

「避難所運営は誰がする」講
座を内容を変えて2回開催、
延べ26人が参加した。
大芝地区連合運営協議会を
対象に出前講座を開催した。

-108

自主防災組織
への女性の参
画促進

男女のニーズの違いを
ふまえた災害対応がで
きるよう、地域の自主
防災組織への女性の
参画を促進する。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

活動
指標

支援体制の整備

男女共同参画に関する職員
研修等で得た知識やスキル
を課内で共有すると共に、市
民団体等から得られた情報
の内容により関係機関へつな
いでいく。

男女共同参画に関する職員研修等
で得た情報を課内で共有した。国
際親善協会より寄贈いただいた「や
さしい日本語を使いましょう」の冊
子は職員や市民がわかりやすい日
本語を用いて説明することへのきっ
かけづくりとなり、また外国人女性
支援策としても今後活用可能な
ツールとして今後関係機関との連携
強化につながった。

研修知識を共有し、職員や市
民へやさしい日本語を使うた
めのきっかけづくりにつなが
り、職員のスキルアップや関係
機関との連携強化も今後期
待できる。

今後も引き続き、男女共同参
画に関する職員研修等で得
た知識やスキルを課内で共
有と蓄積を図り、市民団体等
から得られた情報の内容によ
り関係機関へつなげられるよ
う努めていく。

外国籍の女性が抱え
る生きづらさを解消す
るために必要な支援を
行う。

文

化

国

際

課

活動
指標

「やさしい日本語」による情報発信の理解促進

107
外国籍の女性
への支援

●DV相談窓口一覧に外国
語での相談窓口（大阪府国
際交流財団）の情報を掲載、
ホームページにも掲載した。
●岸和田市国際親善協会が
作成した「やさしい日本語を
使いましょう」を活用し、情報
発信を行った。

情報発信に取り組めたため。 引き続き、情報発信に努める。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

●ホームページに外国人のた
めの人権相談（法務省）の情
報を掲載する。
大阪府国際交流団体の外国
語での相談の情報提供を行
う。
●「やさしい日本語」による情
報発信の理解促進に取り組
む。

107
外国籍の女性
への支援

外国籍の女性が抱え
る生きづらさを解消す
るために必要な支援を
行う。
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施策
番号

施策内容 事業概要
実施
課

令和4年度
取組内容

令和4年度
実績

令和4年度評価の理由
数値目標で評価がA・Bの場合

は「-」

令和4年度
今後の方向性

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 2 2 2 2 2

実績 － 0 1

評価 － C Ｃ

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 2 2 2 2 2

実績 2 3

評価 － B A

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 100 100

評価 － B B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 2 2 2 2 2

実績 － 0 0

評価 － D Ｄ

活動
指標

講座等の開催回数（回）

男女共同参画の視点を取り
入れた地域防災活動を進め
られるよう、町会での訓練の
際等に、所管する市民団体と
連携して講座等を開催する。

実績なし。 実施していない。

引き続き、男女共同参画の視
点を取り入れた地域防災活
動を進められるよう、町会で
の訓練の際等に、所管する市
民団体と連携して講座等を開
催する。

過去の災害時に女性
の視点が欠落していた
教訓から、男女共同参
画の視点を取り入れた
地域防災活動を進め
られるよう地域と連携
して講座等を開催す
る。

消

防

本

部

活動
指標

出前講座（講義内容が適するもの）におけるガ
イドラインについての言及（％）

109

男女共同参画
の視点を取り
入れた地域防
災活動

出前講座17回開催のうち、
避難所に関して触れる機会の
あった2回においてガイドライ
ンについて言及した。

新型コロナウイルス感染拡大
の影響により年間開催回数
が少ないが、具体的取組みを
行えている。

開催回数が正常化しても実
績を維持できるよう注力する。

危

機

管

理

課

【施策番号108】

防災福祉コミュニティやその他、地
域活動団体から要請のある出前講
座において、「災害対応力を強化す
る女性の視点～男女共同参画の視
点からの防災・復興ガイドライン～
（令和２年５月　内閣府男女共同参
画局）」について言及し、ガイドライ
ンへの関心を促す。

講座開催回数・情報提供回数（回）

109

男女共同参画
の視点を取り
入れた地域防
災活動

過去の災害時に女性
の視点が欠落していた
教訓から、男女共同参
画の視点を取り入れた
地域防災活動を進め
られるよう地域と連携
して講座等を開催す
る。

引き続き、講座を開催する。

活動
指標

【施策番号108】
男女のニーズに沿った避難所
運営のための講座を開催す
る。

「避難所運営は誰がする」講
座を内容を変えて2回開催、
延べ26人が参加した。
大芝地区連合運営協議会を
対象に出前講座を開催した。

-109

男女共同参画
の視点を取り
入れた地域防
災活動

過去の災害時に女性
の視点が欠落していた
教訓から、男女共同参
画の視点を取り入れた
地域防災活動を進め
られるよう地域と連携
して講座等を開催す
る。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

活動
指標

地域防災への女性参画を促進する回数（回）

所管する市民団体等を通じて
地域防災への女性参画を促
進する。

活動（研修）を１回実施した
際に、地域防災への女性参画
を促進。

促進回数が目標値以下。
引き続き、所管する市民団体
等を通じて地域防災への女
性参画を促進する。

男女のニーズの違いを
ふまえた災害対応がで
きるよう、地域の自主
防災組織への女性の
参画を促進する。

消

防

本

部

108

自主防災組織
への女性の参
画促進
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施策
番号

施策内容 事業概要
実施
課

令和4年度
取組内容

令和4年度
実績

令和4年度評価の理由
数値目標で評価がA・Bの場合

は「-」

令和4年度
今後の方向性

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － －

評価 － D B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － － －

評価 － B B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － － －

評価 － D Ｄ

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 22 11 9 9 2

実績 32 11

評価 － A B

講座・研修開催回数（回）

引き続き、職員向け研修、また
市民対象講座を実施してい
く。

活動
指標

●【施策番号21】
職員の1/3を対象に避難所運
営ゲーム（HUG）を活用して、男
女のニーズの違いに配慮した避
難所運営に関する研修を実施す
る。
●【施策番号108参照】市民対
象の避難所運営講座を開催す
る。

●職員研修を2月に8回開催
した。
●「避難所運営は誰がする」
講座を内容を変えて2回開
催、延べ26人が参加した。
大芝地区連合運営協議会を
対象に出前講座を開催した。

-111

男女共同参画
の視点からの
避難所運営

男女共同参画の視点
が取り入れられた避難
所運営ができるよう、
地域と連携して講座の
開催や訓練を行う。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

活動
指標

災害活動マニュアルの整備

男女共同参画の視点でみた
ときに、救護所等において何
が必要かを検証し、すでにあ
る災害活動マニュアルを改訂
する。

消防署で所管している災害
活動マニュアルの改訂を検討
中。

マニュアルを改訂していない。

見過ごされがちな女性の視
点を災害対応に活かせるよ
う、マニュアルの改訂を進めて
いく。

男女共同参画の視点
でみたときに、避難所
運営において何が必
要かを検証し、すでに
ある避難所運営マニュ
アルを改訂する。

消

防

本

部

活動
指標

避難所開設・運営マニュアルの改訂を含めた
検討及び助言

110

男女共同参画
の視点に基づ
く避難所運営
マニュアル・防
災マニュアル
の作成

関係課とともに避難所配備職
員配置マニュアルの内容につ
いて精査を行い、男女混成の
避難所配備職員配置に関す
る内容を新たに含む全部改
訂案を作成した（未施行）。

避難所開設・運営マニュアル
の改訂に至らなかったが、新
たな要素をマニュアル化でき
た。

ガイドラインを参考とした関係
マニュアルの改訂を行う。ま
た、説明会や随時の避難所運
営相談等において、男女共同
参画のポイントについて言及
する。

危

機

管

理

課

「災害対応力を強化する女性
の視点～男女共同参画の視
点からの防災・復興ガイドライ
ン～ （令和２年５月　内閣府
男女共同参画局）」を参考
に、避難所開設・運営マニュ
アルを改訂する。

性別の違い等によるニーズの違いを取り入れ
た避難所運営マニュアルの整備

110

男女共同参画
の視点に基づ
く避難所運営
マニュアル・防
災マニュアル
の作成

男女共同参画の視点
でみたときに、避難所
運営において何が必
要かを検証し、すでに
ある避難所運営マニュ
アルを改訂する。

次回のマニュアル見直し時は
多様なニーズへの対応の視
点について盛り込んでもらう
よう働きかける。

活動
指標

「避難所運営マニュアル・防
災マニュアル」改訂時には、
内閣府の「災害対応力を強
化する女性の視点～男女共
同参画の視点からの防災・復
興ガイドライン」を参考に、さ
まざまなニーズに対応できる
ものとするようはたらきかけ
る。

マニュアルの見直しについて
危機管理課と意見交換をし
た。

今回の改訂案はコロナ対策
が主であったが、男女混成の
避難所配備職員配置に関す
る内容を含むことになった。

110

男女共同参画
の視点に基づ
く避難所運営
マニュアル・防
災マニュアル
の作成

男女共同参画の視点
でみたときに、避難所
運営において何が必
要かを検証し、すでに
ある避難所運営マニュ
アルを改訂する。

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課
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施策
番号

施策内容 事業概要
実施
課

令和4年度
取組内容

令和4年度
実績

令和4年度評価の理由
数値目標で評価がA・Bの場合

は「-」

令和4年度
今後の方向性

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 100 100 100 100 100

実績 100 100

評価 － B B

活動
指標

出前講座（講義内容が適するもの）におけるガ
イドラインについての言及（％）出前講座17回開催のうち、

避難所に関して触れる機会の
あった2回においてガイドライ
ンについて言及した。また、避
難所配備職員選出依頼時に
は、男女混成の選出を促し
た。

新型コロナウイルス感染拡大
の影響により年間開催回数
が少ないが、具体的取組みを
行えている。
避難所配備職員選出に時の
男女混成について、関係所属
長の理解が深まっている。

開催回数が正常化しても実
績を維持できるよう注力する。
やむなく男女混成にできない
所属における対策を検討す
る。

危

機

管

理

課

【施策番号108参照】

防災福祉コミュニティやその他、地域活

動団体から要請のある出前講座におい

て、「災害対応力を強化する女性の視点

～男女共同参画の視点からの防災・復

興ガイドライン～ （令和２年５月　内閣府

男女共同参画局）」について言及し、ガ

イドラインへの関心を促す。また、避難所

配備職員選出依頼時には、男女ペアで

の選出を促す文言を入れる。

111

男女共同参画
の視点からの
避難所運営

男女共同参画の視点
が取り入れられた避難
所運営ができるよう、
地域と連携して講座の
開催や訓練を行う。
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